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2023年 4 月 1日 
教職員のみなさん 

理事長メッセージ 

  学校法人 南山学園 
理事長 市瀬 英昭 

教育モットーの由来 
1907年 9 月 8日、３名の神言修道会（以下、「神言会」）会員が日本での宣教活動のため

に神言会総本部より派遣され横浜に上陸しました。1909 年 8 月には、将来、南山学園を創
設することになる同会会員のヨゼフ・ライネルス神父（1874 年～1945 年）が来日していま
す。日本におけるカトリック教育の重要性を痛感していたライネルス神父は「高潔、誠実、
善良であれ」「一人ひとりは、必ずひとつの尊い使命を与えられた、かけがえのない存在で
ある」との確信のもと、名古屋の地に、1932 年に南山中学校を 1936 年には南山小学校を設
立し、今日の南山学園の礎を築きました。 
その後、多くの先達の努力と善意の方々の献身的な働きによって引き継がれてきた南山

学園は、名古屋聖霊学園および聖園学院との二度の法人合併（1995 年および 2016 年）、名
古屋聖霊短期大学、南山大学短期大学部、南山国際高等学校・中学校の閉校（2004 年度末、
2019 年度末、2022 年度末）を経て、2023 年４月 1 日現在、愛知県と神奈川県において、
幼稚園から大学まで 8 つの単位校よりなるカトリック総合学園となりました。本学園はキ
リスト教世界観に基づく学校教育を目指しており、学園内の各単位校はそれぞれの歴史と
校風を持ちながら学園全体の方向性について教育モットー「人間の尊厳のために」（Hominis
Dignitati）を共有しています。この教育モットーは、南山学園創立者ライネルス神父の信念
を引き継ぐ形で、第 7 代南山学園理事長アルベルト・ボルト神父（1908 年～1990 年）が発
案したものです。しかし、それは個人的な理想ではなく、キリスト教世界観に深く根ざした
ものとなっています。それはまた、一人ひとりが、例外なく、「神の似姿」に創造された侵
すことのできない存在であるという聖書的人間観です。
新型コロナウイルス感染症拡大を経験している現在、また、世界に起きている様々な紛争

や災害を目の当たりにする中で、「人間の尊厳のために」は本学園のみならず、広く社会と
世界へ向けて発信されるべきメッセージになったと言っても過言ではありません。今後、
様々な困難を経て、世界は積極的に「共に生きていく」ことについて考え、実践する方向へ

「カトリック学園としての教育モットー『人間の尊厳のために』のもと行われる教育・
研究の場で学ぶ学生、生徒、児童、園児がそれぞれの場で『ともに学ぶ喜び』を感じ、
全教職員が本学園の教育理念を理解して、ここで『ともに働く喜び』を感じて、学園と
してその教育事業の実りを日本社会と世界へ向けて発信する」 
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舵を切るのではないかと思われます。確かに、自然を含む「他者との共生」への道は険しい
ものですが、人類が生き延びるために、それも単に生き延びるだけでなく、幸せに生きてい
くためにそのような方向性が必要であると思われます。政治も経済も法律も医学も科学も
そして「教育」もすべて「人間のため」にあるのであって、決して逆ではないということは
言うまでもありませんが、問題はそれらが「『すべて』の人間」の「『本当』の幸せ」に向け
られているかどうかということです。南山学園の教育活動、研究活動が目指す目標はそこに
あります。各単位校には、この共通の教育モットーを堅持し、それぞれの具体的な場で実践
していただくようお願いいたします。 

教育理念の実践のために 
2017年 4 月 1日に理事長に就任した際には、本学園の基本方針と目指すべき方向性を再

確認することを旨とし、ハンス ユーゲン・マルクス前理事長が 2016 年 4 月 1 日に掲げら
れた理事長基本方針を継承する形で理事長方針をお示ししました。理事長の再任に際し、ま
た、2032 年の学園創立 100 周年まで 10年という節目にあたり、理事長メッセージとして、
南山学園が掲げる教育理念（「宗教性の涵養」、「知的理解と厳しい知的訓練」、「地域社会へ
の貢献」、「国際性の涵養」）について、私なりの理解をお示しし、教職員のみなさんと共有
したいと思います。そのうえで、本学園の教育理念の具体的な実現に向けて、みなさんが考
え、行動するうえでの道しるべとなるキーフレーズをお示ししたいと考えます。 

「宗教性の涵養」 
これは、カトリック学園としての教育・研究活動の基礎をなす部分です。宗教という場
合、二つ次元を区別しそれを関連付けることが肝要となります。一つは、すべての人間
に共通の普遍的な宗教性ともいうべき次元の宗教です。他は、ユダヤ教、イスラム教、
キリスト教、仏教といった個別の具体的な宗教です。この意味における宗教は、具体的
な「窓」であると言えるでしょう。キリスト教という「一つの窓」から見ると世界は「ど
う見える」のか、そしてどう「ともに生きていける」のか、それらを学ぶ機会が本学園
では提供されます。諸宗教は、それぞれの独自性と個性を生かしながら協力し、世界の
平和のために貢献することが求められており、キリスト教もその貢献に参加していま
す。各単位校におけるアプローチは当然のことながら異なります。幼年期には、実際の
体験が重要視されますが、世代が上がっていくにつれて知的、理論的な表現が必要とな
ります。とりわけ大学においては高度で客観的な理解がなされることにより、異なる立
場の他者とも知的なレベルの対話を可能とすることが求められています。これは、教育
理念の次の側面へと進みます。

「知的理解と厳しい知的訓練」 
この点についても各単位校での取り組みはそれぞれ異なっていますが、すべての知識
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や学びは独善的な方法でではなく、他者との対話の内に獲得されるものであるとの理
解が共有されています。自分と他者との事柄に誠実に関わっていく中で真理へと近づ
く姿勢が大切となります。学びにおいては「知的」な側面だけでなく、総体的なアプロ
ーチが必要となります。その意味で、従来の「主要科目」（主に 5教科）とそれ以外の
「周辺科目」といった区別は再考を迫られることになります。すべての科目が大切であ
り、すべては繋がっています。重要ではない科目はありません。「認知能力」だけでな
くコミュニケーション力、共感力、忍耐力などを指す「非認知能力」の大切さを想起し
たいと思います 

「地域社会への貢献」 
すべての知識と学びの実りを自分のためだけにとどめておくことはできず、周囲へ広
がっていく、ということに関連しています。南山学園は地域社会に支えられ、地域社会
とともに成長してきました。これまでにのべ 22 万人を超える卒業生を輩出し「人間の
尊厳のために」を実践する社会作りに貢献してきました。地域社会とのつながりも各単
位校においてそれぞれ異なりますが、各単位校で独自の実践を継続してくださるよう
お願いします。この貢献は地域社会への恩返しという意味も含んでいます。 

「国際性の涵養」 
南山学園の最初からの関心事でもあります。世界に存在する様々な国と文化に尊敬の
念をもって接し、その出会いと対話による学びを大切にします。その際、自国の文化に
ついての学びの重要性も再認識することになります。自らの文化と言語に関する理解
なくしては、他文化・他言語との実りある対話は期待できないからです。人間だけでな
く他の動植物が「ともに暮らす家」（教皇フランシスコ『ラウダート・シ』）である地球
の上でさまざまなつながりの中で生かされているという事実に目覚め、すべて人が「他
者」について責任を持っているとの自覚の上に行動を起こすとき、わたしたちは、真の
意味の国際人となるのではないでしょうか。 

 教育理念の実践には、学園に属する全構成員のみなさんとともに、直面する様々な課題に
向き合い、行動しなければ実現はできません。健全な財政的基盤を確保するための「基準財
務シミュレーションに示される目標額の達成」や、各単位校における目的および事業計画を
具現化した基本的方策となる「中期計画」（2020 年度～2024 年度）の実現、自律的な学校
運営のための「ガバナンス・コード」の遵守は、その大前提となります。それぞれ立場は異
なりますが、みなさまそれぞれの立場から、どのような取り組みができるのか考え、行動し
ていただくようお願いします。さらに、教育理念の実践を考えるうえでの道しるべとして、
以下のキーフレーズをお示しします。新たな取り組みに着手する際、既存の取り組みの見直
しをする際、何か困難に直面した際、このキーフレーズに焦点を当ててくださるようにお願
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１ 全体計画 

■１－１ 本学園のミッション

【建学の理念】 

キリスト教世界観に基づき学校教育を行ない、人間の尊厳を尊重かつ推進する人材を育成する。 

【教育モットー】 

Hominis Dignitati（人間の尊厳のために） 

南山学園は、1932 年に旧制南山中学校を設置して以降、愛知県と神奈川県に幼稚園から大学院まで

を擁するカトリック総合学園に発展し、90 年の長きにわたり教育活動を展開しています。南山学園が、

すべての教育の基盤においているキリスト教世界観の要は、「一人ひとりの人間がまさに－個人として

かけがえのない存在であり、侵すべからざる尊厳をもつ」という考えです。したがって、キリスト教世

界観に基づく教育の目標は、一人ひとりがまず自分の尊厳に気づき、その理解を深めると同時に他者の

尊厳も認め、ともに人間の尊厳が尊重され、推進される社会づくりに役立とう、という生き方を培うこ

とです。この建学の理念を端的に表現するために、南山学園の設置校はラテン語で Hominis Dignitati、

すなわち「人間の尊厳のために」という統一の教育モットーを掲げており、これまでに延べ 24 万人を

超える人々が学び、その卒業生たちは「人間の尊厳のために」を心の拠りどころとして、社会に貢献し

ています。 

グローバリゼーションの加速に伴い、国家・地域間の紛争や新型コロナウイルス感染拡大など様々な

問題が発生し、少子化・人口減少や高齢化、子供の貧困、社会のつながりの希薄化などの社会問題も顕

在化しています。このような予測困難な時代であるからこそ、本学園は、カトリックミッションスクー

ルとしての特徴や役割を自覚し、引き続き「人間の尊厳を尊重かつ推進する」人材を、学校教育を通じ

て育て、社会に役立たなければなりません。 

昨今の社会情勢や日本における教育をめぐる現状・課題・展望が示された「新たな教育振興基本計画」

（2023 年 6 月 16 日閣議決定）などを踏まえ策定した「南山学園中期計画（第 2 期：2025 年度～2029

年度）」について、理事会のリーダーシップのもと、各設置校がさらに実績を積み重ね実践していきま

す。 

■１－２ 基本方針

(1) 学園としての戦略

南山学園は、2032 年、学園創立 100 周年を迎えます。学園創立 100 周年を迎えるにあたり、改め

て南山学園の歴史や教育事業の歩みを振り返り、生徒等や卒業生、保護者・保証人、南山学園を支え

て下さる企業などの多様なステークホルダーに南山学園が行う教育事業の理解を深めていただくとと

もに、南山学園の全構成員が、南山学園の存在意義や未来の姿を共有することができる機会とできる

よう、学園創立 100 周年記念事業について検討します。また、南山学園が「人間の尊厳を尊重かつ推

進する」人材の育成を継続し、更なる発展に資するための長期ビジョン「Nanzan Vision 100」を新た
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に策定します。 

(2) 教育・研究

2023 年 4 月 1 日付で「理事長メッセージ」が示され、南山学園が掲げる 4 つの教育理念（「宗教性

の涵養」、「知的理解と厳しい知的訓練」、「地域社会への貢献」、「国際性の涵養」）について、改めて理

事長よりその理解が示されました。今後、4 つの教育理念の具体的な実現に向け、学園の構成員が考

え、行動するうえでの道しるべとして示されたキーフレーズについて、理事会のリーダーシップのも

と長期ビジョン「Nanzan Vision 100」に組み込み、具体化を進めます。 

(3) 施設・設備

南山学園で学ぶすべての学生・生徒等が、充実した学校生活を送るためには、安心して過ごすことの

できる施設・設備の整備は重要です。南山学園ならびに設置校にはそれぞれ歴史があり、同様に、施

設・設備も独自性を有しています。今後も、「南山学園建物施設設備のライフサイクルに係るガイドラ

イン」に基づいた資金計画や修繕・更新工事を行い、南山学園ならびに設置校の施設・設備の整備を

進めます。また、南山学園ならびに設置校のキャンパス・校舎等の整備計画等について、その将来構

想計画を策定し、長期ビジョン「Nanzan Vision 100」に組み込む形でマスタープランを策定します。 

(4) 社会・地域貢献

南山学園は、キリスト教世界観に基づく教育事業を通じて、多くの卒業生を輩出し、「人間の尊厳

のために」を実現する社会づくりに貢献してきました。また、教育資源・研究成果を地域や社会に開

放・還元することも大切にしています。今後は、設置校が独自に行っている様々な活動を、南山学園

として支援し、更に推進することができるよう「社会・地域貢献ポリシー」を策定し、支援・推進す

るための組織や人員体制について検討します。 

(5) 財政計画

南山学園が教育・研究活動を継続するためには、安定した財政基盤の確立の必要性は言うまでも

ありません。南山学園では、2022 年度、南山学園ならび設置校の将来的な財政目標に示した「南

山学園財政にかかる中長期目標」（2023 年度から 2027 年度までの 5 年間）を設定しました。今

後、収入の安定化・多様化と支出の最適化を図りつつ、まずは上述の中長期目標の実現を目指し

ます。一方、教育・研究活動の更なる発展のためには、中長期目標の達成にとどまらず、継続的

な収支均衡の実現が必要不可欠です。そのためには、限られた資産を有効に活用するとともに、

設置校の枠を超え、南山学園の構成員が一丸となって財政改善に取り組みます。

(6) 組織運営と人材育成

2025 年 4 月 1 日に私立学校法が施行されました。南山学園においても、法改正の趣旨を鑑み、

理事会、評議員会を中心としたガバナンス改革を進め、2025 年度から新しい組織体制・運営が始

まりました。今後、新しい組織体制・運営の実効性と継続性を検証し、必要に応じて見直しを行い

ます。また、南山学園の運営を担う人材を継続して登用していくことができるよう、設立母体であ

るカトリック神言修道会と連携しながら人材育成に努めます。 

また、南山学園として戦略的かつ組織的に学生生徒等納付金以外の収入（寄附金、補助金等）を
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獲得できるよう、組織体制ならびに人員体制のあり方について検討します。 

■１－３ 具体的実施計画（アクションプラン）

(1) 学園としての戦略

・学園創立 100 周年に向けた取り組み

長期ビジョン「Nanzan Vision 100」の策定・公表 

学園創立 100 周年記念事業の検討 

南山大学における新たなグランドデザインをはじめとした設置校の将来構想計画の策定 

・教育モットー「人間の尊厳のために」の継承ならびに具現化

SD（スタッフ・ディベロップメント）の推進 

宗教教育のあり方や行事の見直し 

(2) 教育・研究

・4 つの教育理念の実践

4 つの教育理念および理事長メッセージに示されたキーフレーズの具現化 

国際性の涵養に資するカリキュラムの見直しならびに国際交流プログラムの充実 

南山大学における教学マネジメント体制の確立と実施 

・学園内連携の推進

スケールメリットを活かした学園内連携の推進

愛知県内設置校と神奈川県内設置校の連携推進 

聖園女学院高中校を中心とした聖園幼稚園、聖園マリア幼稚園との連携推進 

(3) 施設・設備

・安全・安心に過ごすことのできる施設・設備の整備

将来構想計画のマスタープラン策定 

「南山学園建物施設設備のライフサイクルに係るガイドライン」に基づく整備計画の実施 

・教育環境施設・設備の充実

体育施設の有効活用に向けた改修、整備

ICT 教育環境機器の配備・更新 

遊休資産の有効活用に向けた検討 

(4) 社会・地域貢献

・社会・地域貢献活動の更なる推進・支援

設置校の様々な活動を支援するための「社会・地域貢献ポリシー」の策定 

ボランティア活動や募金・献金等の地域貢献活動の推進 

・教育資源・研究成果の社会や地域への開放・還元

南山大学におけるカトリック系高中校との連携 

南山大学における研究機関および MLA の相互連携に基づく学知の社会還元推進 
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(5) 財政計画

・教育・研究活動を継続するための取り組み

「南山学園財政にかかる中長期目標（2023 年度から 2027 年度までの 5 年間）」の実現 

適切な入学・収容定員の管理 

ファンドレイジング（寄附金募集）の意識醸成と組織づくりの推進

補助金獲得に向けた取り組み強化 

・教育・研究活動の発展に向けた取り組み

必要に応じた学納金改定の検討 

(6) 組織運営と人材育成

・組織運営の強化

私立学校法改正に伴う新体制・運営、ガバナンス改革の検証・見直し 

教職員の働き方改革を推進するための校務分掌の見直し、外部人材の活用 

・人材育成の推進

DX の推進に伴う業務効率の改善 

以上 
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３ 計画の実行管理 

■３－１ 策定管理と執行管理体制

(1)策定管理体制

・本中期計画の策定管理は、理事会の下に設置されている学園総合企画委員会が行う。学園総合企画

委員会は全体計画の政策的立案を行うほか、各設置校および法人本部が作成する個別計画につい

て確認および助言を行い、中期計画全体の策定を行う。 

・中期計画の策定にあたっては、各設置校および法人本部の意向を個別計画にて反映させる。また、

学園評議員会に諮問し、評議員による外部意見を反映させる。

・中期計画の策定および変更は学園評議員会の意見を聞いた上で、学園理事会にて決定する。

(2)執行管理・評価体制

・本中期計画の執行管理は、理事会の下に設置されている学園自己点検・評価委員会が行う。学園自

己点検・評価委員会は、中期計画期間中において、単年度事業報告の確認により、中期計画の進捗

管理を行う。必要に応じて計画の変更を理事会に提案する。また、中期計画期間終了後は、中期計

画の評価と次期への課題を明らかにし、理事会に報告する。 

・理事会は、中期計画の進捗状況ならびに実施結果について、経営上の課題や成果を明らかにしたう

えで学園評議員会に報告する。そこでの評議員による意見を踏まえ、更なる経営改革を推進する。

(3)情報公開

・理事会は、中期計画の進捗状況ならびに実施結果について、Web ページ等で法人内外に公表する。

■３－２ 計画の期間

本中期計画は、2025 年 4 月 1 日から 2030 年 3 月 31 日までの 5 か年を対象とする。 
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いいたします。 

① 各単位校が自校の歴史と校風を大切にしながら、一つの学園としてのアイデンティティ
を保つこと

② 各単位校間の連携、情報交換を促進すること
③ ミッションスクールの良さをアピールすること
④ 学園外の社会とりわけ同窓生との繋がりを大切にすること
⑤ 学園内の全教職員が本学園の歴史や理念を深く知る機会を持つこと
⑥ 学園の全構成員が誇りと喜びを共有できる学園を具体化すること

将来へ向かって 
 変化の激しい現代社会にあって世界と日本における「教育」が今後どのような展開を遂げ
ていくのかについて正確に予測することはできません。しかし、どのような変化の中にあっ
ても本学園の教育モットーは変わることがありません。この教育モットーの大きな方向性
を共有しながら、教育理念の実践のために、各単位校は、それぞれの方法で具体的な課題に
丁寧、誠実に取り組んでいただきたいと思います。人間の尊厳には、自然を含む「他者への
責任」ということが含まれます。「人間は責任的存在である」と言われますが、この「責任
を持つ」という在り方、あるいは、見返りを求めない「無償の愛」という行為は、時代がい
かに変化しようとも、ＡＩやロボットが取って代わることのできない、人間の尊厳に固有な
特長であり続けるであろうと思われます。人間の尊厳に生きることは抽象的な概念の中に
ではなく実際の生き方によって具体化されるはずのものです。人間の尊厳に生きる、それは、
例えば、他者の中に、「宝」を見いだしそれを輝かせる、というような在り方である、とも
言えます。教育の現場で必要とされているのは、向き合う相手に自身の尊厳を自覚させるよ
うな対話的な関わりではないでしょうか。これは教職員のみなさんの間にあっても同様で
す。教職員のみなさんには、本学園に属する学生、生徒、児童、園児が、自分たちの中にあ
る宝、素晴らしさに気付きそれを伸ばしていく、誰かの、何かの役に立つことが喜びとなる
ような指導と関わりをお願いいたします。今後も、南山学園が、単なる現状肯定ではなく、
あるべき社会の形成へ向けて貢献する人材を送り出していくことができるよう、学園に属
する全ての構成員のみなさんのご協力を今一度、お願いする次第です。

以上 
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２　個別計画
《2-1 南山大学》

大項目 中項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

(1)-1-1
新たなグランドデザインの策定

(1)-1-1-1
・2007年策定「南山大学グランドデザイン」の検証
・委員会の編成と検討
・新たなグランドデザインの公表と実施

委員会の編成・検
討作業

新グランドデザイ
ンの検討

新グランドデザイ
ンの公表

新グランドデザイ
ンの実施・普及

新グランドデザイ
ンの実施・普及

新グランドデザインをどのように進めて
いくのか、その有無を含めて、検討を開
始する。

(1)-1-2
新たな国際化ビジョンの策定

(1)-1-2-1
・2015年策定「南山大学国際化ビジョン」の検証
・委員会の編成と検討
・新たな国際化ビジョンの公表と実施

委員会の編成・検
討作業

新国際化ビジョン
の検討

新国際化ビジョン
の公表

新国際化ビジョン
の実施・普及

新国際化ビジョン
の実施・普及

新国際化ビジョンをどのように進めてい
くのか、その有無を含めて、検討を開始
する。

(1)-2-1
周年事業に向けた体制整備

(1)-2-1-1
・学園創立 100 周年事業(2032年）
・大学創立 100 周年事業(2046年)

年史編纂および周
年事業企画体制の
編成

年史編纂および周
年事業企画立案

年史編纂および周
年事業企画立案

年史編纂および周
年事業企画立案

学園創立100周年
事業の課題提示

年史編纂および周年事業企画立案を継続
的に行う。

(1)-2-2
宗教性の涵養

(1)-2-2-1
・建学の理念「キリスト教世界観に基づく教育」と教育モッ
トー"Hominis Dignitati（人間の尊厳のために）"への教職員の
関心を高め理解を深め、さらに学生への浸透を進める。

FD/SD委員会で
企画を検討

FD/SD企画とし
て実施

FD/SD企画とし
て実施

FD/SD企画とし
て実施

FD/SD企画とし
て実施

人間の尊厳の実践としてのサービスラー
ニングを導入する可能性を検討する

(2)-1-1
教学マネジメントの確立

(2)-1-1-1
・2027年認証評価受審までに、「学習成果の適切かつ多角的
な把握・評価」および「大学院収容定員に対する在籍学生数
比率の改善」について検証する。
・教学マネジメント体制を整備する（アセスメントテスト、
学修達成度・学修行動調査、卒業生・企業調査の実施、内部
質保証への学生参画等の各事業を実質化）。
・学修成果・教育成果の把握・可視化した結果をIRとしても
活用し、教育の質保証に活かす。

教学マネジメント
体制の確立と実
施。

取り組みを点検・
評価し、次年度の
認証評価のための
自己点検・評価報
告書を提出する。

認証評価の実地調
査までに取り組み
に係る資料を提出
するとともに実施
後の評価結果につ
いて把握する

認証評価の結果を
検証しこれまでの
振り返りおよび結
果を分析し更に質
保証に活かす

教学マネジメント
に係る各事業の点
検・評価結果の活
用等を更に発展さ
せ教育の質保証の
充実を図る

1)教学マネジメント推進委員会を起点と
する本学の教学マネジメント体制のもと
で、IRデータに基づく教育の質向上に向
けた学科の取り組みを共有し、改善の実
績を上げる。
2)認証評価について、前回受審後の取り
組みを整理し、次年度受審のための自己
点検・評価報告書を作成・提出する。

(2)-1-2
時代の要請に応じた新たな教育
プログラム

(2)-1-2-1
数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの導入と実施

数理・データサイ
エンス・AI教育プ
ログラム認定制度
（MDASH）申請

MDASH認定予定 プログラムの検証 プログラムの検証 プログラムの検証

1)副専攻制度「ソーシャルデータサイエ
ンス・プログラム（通称：N-STEP）」
を開始する。
2)2027年度に「数理・データサイエン
ス・AI教育プログラム(応用基礎レベ
ル)」の申請の準備を行う。
3)「データサイエンス入門」の必修化の
検討を行う。

(2)-1-3
多様な学生の受け入れ

(2)-1-3-1
少子化時代における新たな入試制度に向けた体制を整備す
る。高大連携の推進、年内入試の拡充、中長期的な入試戦略
を各学部・学科と連携しつつ検討する学内組織を再編する。

年内入試を拡充す
るとともに、入試
制度を支える体制
を整備する。

入試制度を検証す
る体制を整備す
る。また、高大連
携を拡充する。

計画的かつ継続的
に入試制度を検証
する。

計画的かつ継続的
に入試制度を検証
する。

計画的かつ継続的
に入試制度を検証
する。

1)一般入試の新たな在り方を継続的に検
討する。
2) 学園内及び高大連携入試の拡充を検討
する。

(2)-2
国際教育の拡充

(2)-2-1
国際共修科目の充実

(2)-2-1-1
対面型国際共修科目（オープンコース）、オンライン型国際
共修科目（NU-COIL)の拡充と、それを支えるためのLearning
Communityの整備

Learning
Communityの形
成と国際共修科目
の拡充

国際共修科目の拡
充

国際共修科目の拡
充

国際共修科目の拡
充

国際共修科目の拡
充

1)国際共修科目の充実を図る。
2)多文化共修を南山の国際性の柱とし、
それを反映した新たな副専攻のデザイン
を検討する。

(2)-3
大学院教育の充実

(2)-3-1
大学院教育における新たな教育
体制の整備

(2)-3-1-1
大学院におけるリスキリング教育、リカレント教育
学部教育と大学院教育の連続性を意識した学位プログラム
大学院生を対象とする国際化推進

新たな教育体制の
検討

新たな教育体制の
検討

新たな教育体制の
実施と広報

新たな教育体制の
点検評価

新たな教育体制の
点検評価

1)グローバル戦略センターが展開する国
際化推進事業を通じて、大学院生の国外
での学会発表やフィールドワーク、国際
研究等の海外渡航を促進する。
2)リスキリング教育やリカレント教育を
視野に入れた学部・大学院一貫の新たな
大学院学位プログラムの可能性を各研究
科で検討する。

(2)-4
研究力の強化

(2)-4-1
学術交流・研究連携体制の充実

(2)-4-1-1
海外研究者受け入れ体制の充実
学内諸組織が協力して行う研究を積極的に進めるための研究
支援体制の強化

現状の検証 新たな体制の検討 新たな体制の実施 新たな体制の検証 新たな体制の検証

1)図書館の学術交流・学術支援部門が学
生部・教務部と連携して、ラーニング・
コモンズを活用した新たな教育・研究活
動のプロトタイプを試行する。
2)図書館の学術情報サービス部門と資料
収集・蔵書構築部門を起点とした学部横
断型の研究連携のプロトタイプを試行す
る。

(3)-1-1
既存施設の点検・改修

(3)-1-1-1
体育施設、国際学生寮、情報ネットワーク等の点検・改修

現状の検証
新たなあり方の検
討

新たなあり方の提
案

新たなあり方の実
施

新たなあり方の検
証

体育施設、国際学生寮、情報ネットワー
ク等の点検・改修を検討する。

(3)-1-2
多様性に配慮したキャンパス整
備

(3)-1-2-1
多様な背景をもつひとたちが過ごしやすいキャンパス環境を
整備する。

現状の検証
新たなあり方の検
討

新たなあり方の提
案

新たなあり方の実
施

新たなあり方の検
証

バリアフリーに対応する電動補助付き車
いすを導入したことを踏まえて、さらな
る課題を検討する。

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度

(1)大学としての戦略

(1)-1
新たなビジョンの策定

(1)-2
建学の理念の継承

(2) 教育・研究

(2)-1
教育の質保証

(3)施設・設備
(3)-1
キャンパス整備
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２　個別計画
《2-1 南山大学》

大項目 中項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度

(4)-1
学知の社会還元

(4)-1-1
南山大学の研究機関およびMLA
の相互連携に基づく学知の社会
還元推進

(4)-1-1-1
研究所、研究センター、人類学博物館、ライネルス中央図書
館の連携によるイベント、公開講座、刊行物公表等の実施、
および、それらについての広報の統括体制の構築

現状の検証
検証を踏まえた実
施・広報体制の検
討

実施・広報体制の
導入

社会還元活動の実
施

社会還元活動の検
証

1)研究所・研究センターの運営体制の一
部標準化を行い、学外者の目に活動の魅
力が伝わる情報集約を行う。
2)情報集約に基づく効果的な広報を実施
し、現行の活動の魅力を広く社会に伝え
る安定的な体制を検討する。

(4)-2
社会連携の推進

(4)-2-1
STATION Aiの活用
南山エクステンション・カレッ
ジの体制の再整備

(4)-2-1-1
STATION Aiの積極的な活用方法、地域内の他大学や企業との
連携事業の可能性を検討し、アントレ教育と産学連携両面で
の新しい社会・地域貢献の活用方法を探る。
南山エクステンション・カレッジの組織体制を見直し、より
効果的に社会貢献できる地域拠点となることを目指す。

現状の検証
新たなあり方の検
討

新たなあり方の提
案

新たなあり方の実
施

新たなあり方の検
証

1)2025年度に試行した事業を含む既存の
社会連携的事業の一部を集約し、社会連
携センター設立を検討する。
2)STATION Ai連携事業、NANZAN
SPARKの実施を継続し、学内外での認知
度を向上させる。
3)南山エクステンション・カレッジのあ
り方の見直しを始める。

(4)-3-1
カトリック中高との連携強化

(4)-3-1-1
学園内外のカトリック中高との連携を強化する。

連携プログラムの
検討

連携プログラムの
実施

連携プログラムの
実施

連携プログラムの
検証

連携の強化

1)学園内外のカトリック中高に向けた連
携プログラムを検討する。
2)大学見学、留学生との交流を含む連携
プログラムを実施する。

(4)-3-2
カトリック系高等教育機関との
連携強化

(4)-3-2-1
国内外のカトリック系高等教育機関との連携を強化する。

国際共修・協定校
の拡充

国際共修・協定校
の拡充

連携の検証 新たな連携推進 新たな連携推進
国際共修・多文化共修を拡充する。協定
校との連携を充実させる。

(5)-1-1-1
中長期的な財務予測に基づき、学生納入金改定も視野に収入
額全体の改善策を検討し、適切な時期に収入改善を実施す
る。

改善策の検討 改善策の検討 改善策の検討 改善策の検討 改善策の検討
中長期的な財務予測に基づき、学生納入
金改定も行い、改善策を検討する。

(5)-1-1-2
収容定員充足率に注視し、確実に収入額が確保できるような
定員管理を実施する。

適切な収容定員管
理の実施

適切な収容定員管
理の実施

適切な収容定員管
理の実施

適切な収容定員管
理の実施

適切な収容定員管
理の実施

収容定員充足率に注視し、志願者動向を
注視しながら定員管理を行う。

(5)-1-1-3
学生納入金以外の収入（補助金、寄付金、付随事業収入、受
託事業収入など外部資金）の獲得を積極的に取り組む。

外部資金獲得方策
検討

外部資金獲得
前年度比UP

外部資金獲得
前年度比UP

外部資金獲得
前年度比UP

外部資金獲得
前年度比UP

教育の質保証に関連する経常補助金の獲
得に向けたさらなる取り組みと、データ
サイエンス関連の特別補助金の獲得に向
けた検討を行う。卒業生の活躍する企業
を把握し、さらなる寄付金の獲得に努め
る。

(5)-2-1-1
健全な財政と中長期事業計画の両立に向けて、予算編成方法
を見直す。

過年度における予
算と決算の乖離分
析を行い、新たな
予算編成方法を検
討する。

新たな予算編成方
法の実施

新たな予算編成方
法に基づく補正、
決算の検証

新たな予算編成方
法に基づく補正、
決算の検証

新たな予算編成方
法に基づく補正、
決算の検証

過年度における予算と決算の乖離分析を
さらに行い、新たな予算編成方法を検討
する。

(5)-2-1-2
毎年度、当年度収支差額の収支均衡を目標とする。

収支均衡の実現 収支均衡の実現 収支均衡の実現 収支均衡の実現 収支均衡の実現 収支均衡の実現を引き続き検討する。

(6)-1-1
FD、SDの継続的な実施

(6)-1-1-1
さらなる教職員の能力と意識向上のため、魅力ある企画の立
案・実施に取り組む。

現状の検証 新たな企画の検討 新たな企画の提案 新たな企画の実施 新たな企画の検証

1)FD・SD委員会を起点に、現代の大学
に求められる課題に向き合うためのFD・
SD企画を実施する。
2)本学独自のFD・SD企画を他大学にも
開放する。

(6)-1-2
教員評価の有効活用

(6)-1-2-1
各学部・各研究科の教員評価の実施制度を点検・評価する。

現状の検証 評価・改善 評価・改善 評価・改善 評価・改善 評価・改善を行う。

(6)-2-1
大学設置基準の改正に基づく組
織運営の整備

(6)-2-1-1
基幹教員制度の導入にむけた継続的検討

基幹教員制度の検
討

基幹教員制度の検
討

基幹教員制度の導
入

基幹教員制度の実
施

基幹教員制度の評
価

基幹教員制度の導入に向けた作業を開始
する。

(6)-2-2
学内におけるダイバーシティの
推進

(6)-2-2-1
多様な背景を持った教員の採用

現状の検証
新たなあり方の検
討

新たなあり方の提
案

新たなあり方の実
施

新たなあり方の検
証

ダイバーシティのあり方を検討するため
の中心的役割を担う副学長（国際・ダイ
バーシティ担当）を配置し、新たなあり
方を検討するための体制整備を行う。

(4)社会・地域貢献

(4)-3
カトリック連携

(5)財政計画
(5)-1
健全かつ効果的な財政の実施

(5)-1-1
適切な財源の確保

(5)-2-1
適切な予算編成の実施

(6)組織運営と人材育成

(6)-1
人材育成の推進

(6) 2
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２　個別計画
《2-1 南山大学》

大項目 中項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度

(6)-2-3
対話を通じた大学・学部運営

(6)-2-3-1
IR推進室が提供するデータに基づき、教学実践の点検・評
価・改善を継続的に実施する組織風土をつくる。

学内外向けデータ
の整理と利活用の
検討

学内外向けデータ
の整理と利活用の
検討

2027年認証評価
受審

評価結果を踏まえ
た改善検討

評価結果を踏まえ
た改善の実施

1)BIツールを利用した全学的なIR活動体
制の本格的な指導に向けてFD・SDを通
じた準備活動を実施する。
2)本学公式ページ上の「数字で見る南山
大学」での公開情報を継続的に充実させ
る。

(6)-2-4
戦略的思考の組織的浸透

(6)-2-4-1
大学DXの推進
業務の見直しと作業量の軽減

現状の検証
新たなあり方の検
討

新たなあり方の提
案

新たなあり方の実
施

新たなあり方の検
証

大学DXの推進、業務の見直しと作業量の
軽減に向けて、その具体的方策を数年計
画で行うための検討を行う。

*1) 評価欄は、〇（完了・緑）、△（進行中・黄）、×（未取組・赤）、-（実施対象年度以前・白）で評価する。
　　進捗を把握するため〇（1点）、△（0.5点）、×(0点)、-（0点）で算出する。

(6)-2
組織体制と運営基盤の整備
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２　個別計画
《2-2 南山高等・中学校（男子部）》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

(1)学校としての戦略
(1)-1
創立100周年に向けた学校の価値の確認と記念事業の実
施、およびその先に向けたビジョンの策定

(1)-1-1
創立100周年(2032年度)に向けた取組の検討において、
南山男子部の創立からの歴史を顧み、地域の中で、ミッ
ションスクールとして、南山学園の設置校としての男子
部の役割や価値を再確認し、男子部の未来に向けた「ビ
ジョン」を創立95周年の2027年度に示す。

【創立93年】
校内WGの設置、
WGにて歴史の確
認・価値の検討

【創立94年】
校内WGで答申の
とりまとめ、周
年行事企画への
発展・移行、
「男子部ビジョ
ン(仮称)」の素地
づくり

【創立95年】
100周年に向けた
「男子部ビジョ
ン」の策定・公
表

【創立96年】 【創立97年】
将来構想委員会において、引き続き過去
の周年行事の資料の確認を行うととも
に、創立95周年の2027年度に「男子部ビ
ジョン（仮称）」を示せるように骨子案
を検討する。

(1)-1-2
学園創立100周年は男子部創立100周年でもあり、事業を
学園と協働しながら、周年行事を2027年度以降順次検討
し、計画を進める。2027年度中学入学生が2032年度度
高3となる、2027年度からアニバーサリープロジェクト
を始められるようにする。

(1)-1-1を踏まえ
アニバーサリー
プロジェクト(広
報)検討

☆2032年度高3と
なる生徒入学
・広報プロジェ
クト開始

・周年企画検討

将来構想委員会での「男子部ビジョン
（仮称）」の骨子案を踏まえて、アニ
バーサリープロジェクトを広報部におい
て検討・立案する。

(1)-2
選ばれる男子校であるための教育の深化

(1)-2-1
2030年度末までに、男女別学で教育を行うとした創立時
からの理念や考え方を再確認し、「男女別学教育の良
さ」を再度構成員で認識し、教育活動に反映していく。
広く社会に共感・理解いただきながら「選ばれる男子
校」となることを目指す。

100周年WGにお
いて、創立時の
理念等と男女別
学の意図の再確
認を行う

構成員での共有
と
2027年度以降広
報計画への反映
検討

定期的な再確認
と、カリキュラ
ム等への反映、
点検・改善

将来構想委員会において、引き続き過去
の周年行事の資料の確認を行い、設立時
の理念や男女別学の意図を再確認し、そ
れらを職員会議等において構成員に共有
する。

(1)-2-2
2030年度末までに、南山学園の教育モットーである『人
間の尊厳のために』、校訓『高い人格、広い教養、強い
責任感』の再認識を行い、男子部の特色を再評価すると
ともに、男子部の特色が教育モットーおよび校訓の実現
に収れんされていくようカリキュラムや行事等の改善を
めざす。

校内WGの設置、
WGにてスクール
ミッション・ポ
リシーの確認・
学校評価による
教育反映の点検

前年度点検結果
による改善と年
度ごとの点検の
継続

前年度点検結果による改善と年度ごとの
点検を継続する。
自己点検委員会による点検活動と、各
部・委員会等による点検活動のあり方や
区分けについて検討する。

(2)教育・研究
(2)-1
安心・安全な学校および教育環境の構築

(2)-1-1
発生が予測されている南海トラフ地震や近年の異常気象
その他自然災害に対する備えとして、BCPの作成および
学校安全計画や危機管理マニュアルの毎年の整備・更
新、必要な設備等の充実を通じて、防災・危機管理体制
について点検と改善を重ねていく。

BCP・学校安全
計画・危機管理
マニュアルの点
検と改善・充実
防災につながる
施設設備の点検
と更新

校内危機管理委員会において、BCPおよ
び危機管理マニュアルの点検・評価を継
続し、現実に運用できるものになるよう
改善を進める。
また、防災にかかる設備について法令上
の点検だけでなく、操作方法の確認等を
進める。

(2)1-2
中高生を取り巻くさまざまなトラブル（SNS・いじめ・
熱中症やケガ等）に対して適応し、社会の一員としての
意識を高めることができるよう、安全や公共マナーに関
する教育に積極的に取り組むとともに、トラブル発生時
の学校側の対応についても毎年点検し、さらに充実させ
ていく。

各種安全教育の
実施と充実
学校安全計画・
危機管理マニュ
アルの点検と改
善・充実・教職
員研修の実施

中1を対象としたネットモラル研修および
自転車交通安全研修、高校生においては
体育の授業の一環としてAED取扱講習を
継続して実施する。
また、校内危機管理委員会を中心に、学
校安全計画や危機管理マニュアルの点検
と改善を実施する。

(2)-1-3
学校の防犯・不審者対策の強化のため、セキュリティに
おけるハード面の対応強化および講習会や研修を通じた
構成員の防犯意識向上によるソフト面の対応強化を図
る。

防犯・不審者対
策の取組につい
て点検し、改善
事項を抽出する

改善事項に順次
対応・予算確保

警察や警備業者等の協力も得ながら、学
校に求められる必要な不審者対策への対
応状況の点検・確認し、課題を抽出す
る。

(2)-2
さまざまな教育連携による「南山男子部だからできる教
育」の実践

(2)-2-1
南山大学との教育連携について、現在の連携をさらに改
善・深化させ、学園内連携推進協議会や高大協議会を軸
に、南山大学との新しい連携取組を充実させる。

各種会議体や南
山大学との連携
協議の場をも
ち、取組の企
画・推進を行う

南山大学理工学部・理工学研究科および
人文学部・人間文化研究科との間で、学
部や大学院研究室（ゼミナール）での学
びを体験・見学する取組を実現できるよ
う関係者との調整をすすめる。

2026年度

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン

1／5
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２　個別計画
《2-2 南山高等・中学校（男子部）》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

2026年度

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン

(2)-2-2
女子部を含めた学園内中学校・高等学校との教育連携に
ついて、学園小中高連絡協議会や学園内連携推進協議会
等を軸に、教職員・生徒間での人的交流、正課・課外活
動での連携を増加・充実を推進する。

各種会議体や高
中校との連携協
議の場をもち、
取組の企画・推
進を行う

男子部と女子部で実施しているグローバ
ル・スタディ・プログラムは、2026年度
から聖霊校を加えたプログラムで実施す
る。また、2027年度から聖園校も参加が
できるよう日程・内容等の調整をすすめ
る。

(2)-2-3
他のカトリック中学・高等学校や現在連携協定を結んで
いる上智大学との連携を強化し、ミッションスクールの
特色を活かした教育連携を検討・企画する。

他カトリック学
校・大学との連
携の可能性につ
いて調査

他カトリック
校・大学との連
携について関連
校との調整

具体的締結に向
けた調整・対応

カトリック校間の教職員・事務職員交流
の機会について、関係各校と相談・企画
を行う。上智大学での新たなプログラム
開発は、男子部として希望しかつ実現可
能性が高いプログラム案を検討した上
で、協議の際に打診できるよう準備す
る。

(2)-3
ダイバーシティ＆インクルージョンの教育への反映と実
践

(2)-3-1
近年入学が増えてきている外国にルーツを持つ生徒や帰
国生徒の受入への対応を含めた編入学・転入学のあり方
について、2030年度までに検討を進める。

ニーズと対応可
能性について検
討を行う。

対応の方向性を
出す。

方向性に基づき
制度設計につい
て議論を深める

執行部および教務部を中心に、外国に
ルーツを持つ生徒や帰国生徒の受け入れ
における課題の検討を継続し、取りまと
める。

(2)-3-2
障がいのある生徒と障がいのない生徒が共に学ぶインク
ルーシブな教育について、これまでの受入実績と合理的
配慮の義務化を踏まえ、男子部での可能な制度と対応の
あり方について、2030年度までに検討を進める。

これまでの障が
いのある生徒の
受け入れ実績か
らの課題を抽出
し、対応できて
いること、対応
準備が必要なこ
とを洗い出す。

対応の方向性を
出す。

方向性に基づき
制度設計につい
て議論を深める

執行部および教務部を中心に、障がいの
ある生徒のこれまでの受け入れ実績や社
会から求められる事項を確認し、本校で
の受け入れにおける課題の検討を継続
し、取りまとめる。

(2)-4
「南山の国際性」の継承と変革

(2)-4-1
海外留学および外国人と直接触れ合う機会の提供を強化
するため、神言会設置中等教育機関を含めた海外提携
校・協定校の開発について2032年の創立100周年に向け
て検討を進める。

協定を必要とす
るプログラムを検
討し、どのよう
な協定先が望ま
しいか検討す
る。

協定先の選定・
開発の進め方を
調査し、可能で
あれば交渉を進
める

国際交流委員会を中心に、男子部におけ
る国際性の涵養・向上に必要な取組につ
いて検討および海外提携校・協定校の締
結を行った際の効果についての検討を継
続し、方向性を見出す。

(2)-4-2
外国語を用いたカリキュラムや校内プログラムについ
て、現在の取り組みを強化することおよび英語以外の言
語について取り組むことの可能性について検討する。

現状のプログラム
をレビューし、
強味・弱みを明
確にする。

より強化してい
く方向性につい
て、具体的な対
応を検討する。

ネイティブ教員による少人数クラスでの
英会話の授業、グローバル・スタディ・
プログラム、英語部、イタリアキリスト
教文化研修（高校）、オーストラリア研
修（高1）、ニュージーランドターム研修
（中3）の活動といった現在の外国語関連
プログラムを評価・検討を継続し、強
み・弱みを明らかにする。

(3)施設・設備
(3)-1
アクティブラーニングを推進する環境の整備

(3)-1-1
探究学習の実践やPC1人1台体制を考慮して、図書館・自
習室・PC教室の既存施設の将来計画およびラーニングコ
モンズの新設等、教室以外の「学びの場」の有機的な連
携を計画し、2032年の100周年にむけて再構築する。

アクティブラー
ニング推進に向
けた施設設備の
あり方を検討

既存施設の改修
や施設整備に向
けた段階的整備
計画の決定

2032年度完成に
向けた段階的整
備（5年計画）

ICT活用検討委員会において、引き続き
PC教室を活用する案の検討を継続し、事
業計画等にまとめる。

(3)-2
体育施設の熱中症対策の推進

(3)-2-1
体育館への2025年度中の空調設備設置を含め、屋内施設
の冷房設置や屋外施設への日よけ設置等、夏季の高温対
策・熱中症防止対策を継続的に進める。

体育館への空調
設備設置

屋外体育施設へ
の対策検討・実
施

中庭へ日除けを設置する事業を実施す
る。

(3)-3
校舎メンテナンスの実施による校舎の維持と高寿命化

(3)-3-1
現校舎の建築から10年経過する2027年度・2028年度を
中心とした校舎維持および高寿命化に向けたメンテナン
ス計画と実施を進める。

メンテナンス計
画の精査

メンテナンス①
（屋根・外部修
繕）

メンテナンス②
（屋根・外部修
繕）

メンテナンス③
（屋根・外部修
繕）

事務室を中心に、学園が定める「施設設
備ライフサイクルに係るガイドライン」
を基本に、現状設備の点検を含め、今後
の更新計画の検討を継続し、まとめる。
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２　個別計画
《2-2 南山高等・中学校（男子部）》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

2026年度

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン

(4)社会・地域貢献
(4)-1
教育活動におけるSDGsの達成に向けた取組の強化と実
践

(4)-1-1
教育活動の中での関わることができる項目について検討
し、可能なところから取り組んでいくことで、教育を通
じて社会課題の解決に協力する。

SDGsを意識した
教育活動の展開
と評価、改善の
実施

SDGsを意識した教育活動について、各教
科の協力を得ながら新規に3件程度の取組
を進める。

(4)-1-2
生徒会による「スプリングカーニバル」や奇術部による
出張演技等、児童福祉施設やひとり親家庭、養護施設等
で生活するさまざまな子どもたちと、男子部ができるか
かわりを持ち、「人間の尊厳」を大切にし、実践する機
会を継続的に持つ。
(目標10：人や国の不平等をなくそう)

各種施設との連
携、生徒の派
遣・参加を通じ
た交流の場の設
定と継続

生徒会によるスプリングカーニバル、奇
術部を中心とした、ひとり親家庭や児童
養護施設の児童を招いたイベントを継続
して実施する。

(4)-1-3
部活動や近隣他校生徒との協働による「地域清掃」を継
続し、また八事興正寺やいりなか商店街のイベントへの
男子部生徒の参加などを通じて、地域とのつながりを持
ち、まちづくりに貢献する。
（目標11：住み続けられるまちづくりを）

「地域清掃」の
継続と関わるこ
とのできる地域
行事等への参画

女子部および中京大学附属中京高等学校
との協議の結果、合同地域清掃の再開は
見送ることが決定したため、2026年度は
それに代わる取組を検討・立案する。

(4)-2
「地域に愛され、地域に育ててもらう私立学校」となる
ために

(4)-2-1
南山高中を応援する近隣に住む方々により立ち上げられ
た「友の会」との連携を強め、奨学金や財政的援助にと
らわれない、地域の声を反映し、応援いただける学校づ
くりを進める。

友の会75周年を
契機とした、学
校との連携強化
の検討

友の会との意見交換を深め、学校と友の
会との連携強化を進めるとともに友の会
の事業等にも協力する。

(4)-2-2
これまであまり関わりを持つことができていない、地域
自治会等との連携・情報共有を進め、学校活動への理解
を求めるとともに「地域の中での南山男子部」を意識し
て地域活動に取り組むことのできる素地を作る。

地域自治会等と
の顔合わせ・参
画可否の調整・
打診

学校運営への地
域自治会とのか
かわりを増やす

教育活動と地域
とのかかわりを
増やす

学園の地域との窓口部署にも協力いただ
き、地域自治会についての情報収集を行
い、役員との顔合わせを行うことを目指
す。

(5)財政計画
(5)-1
「財政に係る中長期目標」の実現に向けて

(5)-1-1
「南山学園財政に係る中長期目標」の実現に向けて、実
現可能性のある収入増・支出減の施策を検討し実行する
とともに、校舎建築借入金返済後の財政復旧計画の立案
を行う。

校内での目標実
現施策および財
政復旧計画の検
討、学園財務部
署との調整

支出減・収入増につながる取組を継続的
に行う。また、校舎建築借入金返済後の
財政復旧計画について財務課とも調整
し、検討を継続する。

(5)-2-1
男子部の財政改善のためには「収入増」を図ることが必
要であり、寄附金収入を増加させる取組を進める。
男子部教育をより社会に理解してもらうことでファンを
増やしたり、常盤会との連携して寄付者への特典を設け
る等従来の枠を超えた「支援の輪」を広げる取り組みを
立案・実行する。

寄附金増加・収
入増加に向けた
取り組みを学園
とともに検討。

特典付寄附につ
いての検討と調
整
(学園・常盤会・
外部組織等）

特典付寄附につ
いて実行

特典付寄附につ
いて評価・改善

女子部が2025年度に新たに導入した「返
礼品付き寄附」（返礼品は常磐会会員が
経営する企業と連携）の結果等を踏ま
え、男子部での導入の可能性について検
討を行う。

(5)-2-2
補助金について詳細な調査を行い、獲得できるものは獲
得し、財政の一助とする。

補助金獲得の現
状分析、追加獲
得の可能性の調
査と評価

追加獲得できる
補助金を獲得し
た事業実施、評
価、更なる改善

前年度の経常費補助金の分析を踏まえ、
経常費補助金獲得について戦略的に取り
組み、収入増を目指す。

(5)-2-3
保護者負担を強いる授業料改定については、安易に行う
べきものではないが、財政改善方策の1つとして排除す
るものではなく、継続してその必要について検討を行
う。

社会情勢や財政
状況を踏まえた
授業料改定の可
能性の検討

2027年度入試からの入学検定料改定に伴
い速やかに学則や出願要項の改正を行
い、説明会等で周知を図る。
2028年度以降の学納金改定の可能性を引
き続き検討する。

(5)-2
収入増への取組
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２　個別計画
《2-2 南山高等・中学校（男子部）》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

2026年度

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン

(5)-3
ペーパーレス化の更なる推進

(5)-3-1
ICT化に伴い活用できるICT活用は活用し、可能なものに
ついてのペーパーレス化を推進し、校内における年間紙
使用枚数（購入枚数）を毎年1割ずつ削減していく。

年間使用枚数の
前年度1割減を進
めていく

中学・高校全学年が1人1台端末を持つこ
とになったことを活用したペーパレス化
を更に進める。特にテスト返却等につい
て対応を検討する。

(5)-4
広報活動の推進による生徒数の安定的な確保

(5)-4-1
中学入試を目的とした広報活動について、保護者や小学
生のニーズにあったものを常に模索し、単年度受験者数
目標800名および入学定員の継続的確保を行う。

受験者数および
入学者数の確保
に向けた取組の
実施

前年度事業の評
価・改善を踏ま
えた広報活動に
より、受験者
数・入学者数を
確保

入試志願者数は2年連続で過去最多を更新
したが、説明会・塾訪問活動の更なる強
化やWebページやパンフレットの改善活
動を継続する。
出願システムは顔写真アップロード機能
追加の改良を行い、受験者の利便性向上
に向けて取り組む。

(6)組織運営と人材育成
(6)-1
教員の教育力・指導力向上

(6)-1-1
校内教員研修を毎年1回、教育や生徒対応等さまざまな
テーマで実施する。

校内教員研修の
企画と実施

救命救急講習やエピペン使用方法等「生
徒の命を守る」研修を予定し、安心安全
な学習環境維持の一助とする。

(6)-1-2
教員間での授業公開を推進し、お互いに授業を見合うこ
とでICTの活用能力や教科指導力の向上に資する仕組み
を整える。

校内授業公開の
仕組みについて
検討

試験的実施 評価・改善・実
施

校内授業公開について、どのように取り
組むことができるか、執行部を中心とし
た検討を継続する。

(6)-1-3
男子部での教育実践の成果を校外にも発信するため研究
紀要『FORUM』の発刊を復活させ、隔年を目安に実施
する。

研究実施 成果とりまとめ
紀要発刊

研究実施 成果とりまとめ
紀要発刊

研究実施 日常的に行っている教員による授業研究
を継続する。次年度に研究成果を紀要と
して取りまとめられるようにする。

(6)-1-4
愛知県私学協会による教科部会活動をはじめ外部研修へ
の参加を奨励し、また指導力向上に関連する資格取得の
支援等の仕組みを構築する。

研修の紹介と奨
励、資格取得支
援の仕組み検討

研修の紹介と奨
励、資格取得支
援の実施

さまざまな研修の機会に教員を参加さ
せ、また英語科教員の指導力向上の方策
として検定試験の受験の奨励を継続す
る。

(6)-2
「ミッションスクールであること」の理解と実践

(6)-2-1
新任用研修の機会だけでなく、カトリック精神やミッ
ションスクールの目的・目指す方向性を定期的に再確認
できる機会としての校内教職員研修の機会を設け、実施
する。

研修機会につい
て検討し、実施
に向けた準備を
行う。

研修の実施 執行部および宗教科を中心に、カトリッ
ク精神にかかる校内教職員研修の機会に
ついての検討を継続して行う。

(6)-2-2
日本カトリック小中高連盟や中部地区カトリック学校連
盟等が主催する外部研修へ教職員を派遣し、構成員のカ
トリックやミッションスクールの役割についての理解を
深める。

カトリック関連
外部研修への派
遣の推進

第36回全国カトリック学校校長・教頭合
同研修会、中部地区カトリック学校連盟
教育研修会に参加者を派遣する。

(6)-2-3
カトリックと本校教育活動の関連について理解を在学生
保護者に深めてもらうために、育友会主催「春の講演
会」へのカトリック関連講師の選定への協力を継続して
行う。

講師選定への協
力と講演会の実
施支援

2026年度は、市瀬英昭南山学園理事長に
講演を依頼し、開催準備を進めている。
2027年度の講師選定については女子部と
協力して12月頃行い、ミッションスクー
ルである南山の教育について保護者への
浸透と理解を深めることに協力する。

(6)-3
時代にあわせた教員の働き方の見直しと実践

(6)-3-1
教員の働き方に関連して、部活動や試合付き添い等を含
めた土日の学校活動のあり方について、労働環境や学校
に求められる役割に関する社会情勢や学園内での議論等
を踏まえ、再検討を行い、必要な見直しを行う。

学校活動の見直
しに伴う勤務形
態の見直しと改
善

部活動指導に関するガイドラインの改定
に伴うWebページ公開に向けた作業をす
すめる。2025年度に引き続き執行部を中
心に、部活動運営を含めた現状の学校活
動と教職員の勤務体系における課題を洗
い出し、法令に基づく労務対応について
は学園と協働して進める。

(6)-3-2
学校運営を安定的・永続的に行うため、年齢構成や経験
年数を基準とした教員採用計画の実施および中堅教員の
主任・部長職への登用を積極的に進める。

教員採用計画に
基づく採用と教
員の育成

教員年齢構成および教科配置を参考に、
教員採用計画や役職への登用について計
画的に行えるよう体制を継続して検討す
る。

4／5

16



２　個別計画
《2-2 南山高等・中学校（男子部）》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

2026年度

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン

(6)-4
教職協働の実現に向けた取組の実施

(6)-4-1
学校に求められている役割の増加により教員・事務職員
の負担が近年高まっていることから、教員業務の一部を
「支援員」や「助手」に移行したり、教員・事務間業務
や人員配置の見直しを行ったりして、教職協働して1人当
たりの業務負担を平準化・軽減することを学園の協力も
得て実施する。

支援員・助手に
ついての活用可
能性の検討およ
び教職業務分担
の見直し

現在助手・支援員は、理科実験助手とICT
支援員を配置しているが、その他の助
手・支援員の活用の可能性、教員と事務
職員の業務連携の見直しについて、執行
部・部長を中心に年間を通じて検討す
る。

*1) 評価欄は、〇（完了・緑）、△（進行中・黄）、×（未取組・赤）、-（実施対象年度以前・白）で評価する。
　　進捗を把握するため〇（1点）、△（0.5点）、×(0点)、-（0点）で算出する。
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２　個別計画
《2-3 南山高等・中学校（女子部）》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

⑴-1　「人間の尊厳のために」という建学の精神につい
ての共通理解をはかる

⑴-1-1　学校行事や特別活動、総合的な学習(探究)の時
間などの活動を、建学の精神を念頭に置きつつ随時見直
しを図っていく。とりわけコミュニケーション・スキル
を磨くための活動に重きを置く。

リニューアルした学校Webページを通じ
てスクールミッションの周知を図るとと
もに、その実践としての様々な教育活動
について発信する。

⑴-2　男女別学のミッションスクールとしての魅力を活
かしていく

⑴-2-1　女子校で教育を受けることのメリットと、確固
たる価値観（キリスト教的人間観）を持っているからこ
そ多様性に対して柔軟な思考で応えていけることを、在
校生や保護者の生の声を活かすなどして広報活動を行
う。

女子校の魅力を
伝える女子校イ
ベントの開催

女子校の魅力を
伝える女子校イ
ベントの開催

東海地区(愛知・岐阜・三重)私立女子中
学校COLLECTION(第3回)を開催する。

⑴-3　６ヵ年一貫にとどまらない視点

⑴-3-1　中高の分断のない完全6ヵ年一貫の伝統を活か
しつつ女子部独自のスタイルをつくりあげていく。同時
に、南山大学附属小学校や南山大学・大学院、系列校と
の連携・交流等についても、新規の取り組みを検討す
る。

南山大学附属小
学校との連携・
交流を重点に検
討

南山大学附属小
学校との連携・
交流を重点に検
討

南山大学附属小学校の教職員および児童
との交流等について検討・協議を図る。
また、南山大学附属小学校との接続につ
いても協議を行う。高１生が受講する南
山大学セミナーについては継続するとと
もに、他の単位校との交流についても男
子部と合同で実施しているGlobal Studies
Programを聖霊や聖園女学院との合同開
催を検討する。

⑵-1　宗教性の涵養

⑵-1-1　異なる立場の人々とともに生きていくことがで
きるよう、生徒の宗教性を養うことをめざし、これまで
行ってきた宗教教育のあり方やプログラムの内容を再検
討し、実施する。

静修会(中1・中2)とクリスマス修養会(中
1希望者)のあり方について引き続き検討
を行う。また、宗教活動委員会主催の勉
強会も随時開催する。

⑵-2-1　新カリキュラムがスタートし、2024年度に高校
の年次進行が完了する。2025年度以降は教科毎に内容を
検証しつつ見直しを図っていく。

新カリキュラム
の検討

共通テスト等新課程入試の分析を行い、
必要な大学入試対策を講じる。共通テス
ト後の高３授業については2025年度より
生徒のニーズに応えるべく講座制を導入
したが、それを継続する。

⑵-2-2　次期教育課程改定に向け情報収集および検討を
進める。

中央教育審議会
等の動き情報収
集

中央教育審議会
等の動き情報収
集

中央教育審議会
等の動き情報収
集

新カリキュラム
の検討

新カリキュラム
の検討

中央教育審議会等の動きについて情報収
集を図るとともに、現行カリキュラムに
ついて検証を行う。

⑵-2-3　多様化する生徒の実態に合わせた教育相談・教
育支援の体制について検討し、整備していく。

「合理的配慮」を求められるシーンが増
える傾向にあることから、その中身につ
いて学校としてできることを具体的に見
極めていく。保健室以外に別室を新たに
設けるなど整備を進める。

⑵-3　国際性の涵養

⑵-3-1　海外の学校との姉妹校提携や交換留学制度につ
いて準備委員会を立ち上げ検討を開始したことを受け、
「国際性の涵養」に資する国際交流プログラム策定・実
施する。

提携交渉開始
姉妹校提携を結
び、交流事業開
始

オーストラリア(メルボルン)の公立女子
校との交換留学プログラム(第2回)を実施
する。

⑶-1　新体育館建設

⑶-1-1　第１体育館の老朽化に伴い、当初は建替えを検
討したが、現行の建築基準では同規模・同敷地への建替
えは困難であることが明らかとなった。2034年の新体育
館建設に向けて学園内関係各所と協議し用地を取得する
とともに、第2号基本金の組入を行い建築資金を準備し
ていく。

第2号基本金
2,500万円組入

第2号基本金
3,000万円組入

第2号基本金
3,000万円組入

第2号基本金
3,000万円組入

第2号基本金
3,000万円組入

新体育館建設については、計画どおり第2
号基本金の組入を行っていくが、建築費
の高騰や物価の上昇で厳しい財政状況に
あることから、建築計画全般について再
検討する。

(2)教育・研究

年度毎に検証を行いつつ内容を策定・実施

⑵-2　カリキュラムおよび教育支援の整備

年度毎に検証を行いつつ内容を策定・実施

年度毎に検証を行いつつ内容を策定・実施

2026年度

(1)学校としての戦略

年度毎に検証を行いつつ内容を策定・実施

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン
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２　個別計画
《2-3 南山高等・中学校（女子部）》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

2026年度

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン

⑶-2　ICT環境の拡充・更新・活用

⑶-2-1　構内の主教室には電子黒板機能付大型提示装置
が常設され、Wi-Fi環境もある程度整備されたが、拡
充・更新を行っていく必要がある。BYAD(Bring Your
Assigned Device)方式による一人一台端末環境を活用し
た学習活動および課外活動にはまだまだ課題があり、同
時に教員のスキルアップも図っていく。また、ストレス
なくICT環境を活用できるよう、専門のスタッフ(ICT支
援員)の常駐化も検討していく。

更新内容・時期
等検討

更新内容・時期
等検討

普通教室プロジェクター(10台)、教職員
貸与PC(約半数))、校内無線LANのアクセ
スポイント、および関連機器等の更新を
行う。

⑶-3　校舎外周フェンスの更新工事
⑶-3-1　北南校舎の外周フェンスが基礎部分も含めて老
朽化しており、５期に分けて更新工事を行なっていく。

更新内容・時期
等検討

更新内容・時期
等検討

更新内容・時期
等検討

更新内容・時期
等検討

北南校舎外周フェンス(北西側一部)更新
工事を行う。

(4)社会・地域貢献 ⑷-1　ボランティア意識の育成

⑷-1　年に2回実施している地域清掃とクリスマス献金
等の寄附活動を継続していくが、新規の全学的な活動に
ついても検討していく。同時に、学年やクラス単位、部
活動レベルでボランティア活動等への参加意欲が高めら
れるよう、啓発活動を行っていく。

ボランティアに関する啓発活動(外部から
の募集を含む)を随時行う。

⑸-1　寄附金募集の拡大
⑸-1-1　2020年度から一般寄附金の募集を開始したが、
理解・周知には至っていない。新体育館建築に向けた寄
附金募集など特別寄附金の募集についても検討する。

一般寄附金募集 一般寄附金募集 一般寄附金募集
一般寄附金募
集・特別寄附金
募集検討

一般寄附金募
集・特別寄附金
募集開始

2025年度途中から新たに開始した「女子
部応援募金(返礼品付)」および一般寄附
金について周知を図る。高額寄附につい
ては、寄附者の意向に沿って基金を設け
ることを検討する。

⑸-2　各種実習費や補習費等の値上げ検討

⑸-2-1　2023年度より年次進行で学納金の月額3,000円
の値上げを行ったが、昨今の物価上昇等に一部吸収さ
れ、大きな改善に至っていない。各種実習費や補習費、
証明書発行手数料等の値上げについて検討する。

実習費、補習費
の検討

実習費、補習費
の検討

学納金改定の検
討

学納金改定の検
討

学納金改定の検
討

実習費や補習費、証明書発行手数料等の
値上げを検討する。

⑹-1　働き方改革の具体化

⑹-1-1　2020年度から勤怠管理システムを導入し、客観
的な労働状況の把握を行っているが、多忙感・負担感を
持つ教職員は少なくない。教職員の話を聞きながら校務
分掌等の見直しを図っていく。外部人材の活用、人員増
についても検討する。

部活動手当の支
給開始

外部人材の活用、人員増について検討す
る。家庭科・技術科の実習助手の導入に
向けて検討する。

⑹-2-1　部活動のあり方が大きく変わろうとしている
が、私学ならではの魅力をアピールする重要な課外活動
の一つでもあることから、現状の見直し（部活動数の縮
減）を図りつつも、必要と認めるものについては持続可
能な体制づくりをめざす。

教員、生徒・保
護者からの意見
聴取

教員、生徒・保
護者からの意見
聴取

部活動の維持・縮減について引き続き検
討する。

⑹-2-2　校外で行われる大会等への引率が可能となる
「部活動指導員」等外部人材の活用を制度化するなどし
て対応し、教員との協働で生徒たちの活動を可能なかぎ
り保証していく体制をつくる。

教員、生徒・保
護者からの意見
聴取

教員、生徒・保
護者からの意見
聴取

「部活動指導員」等外部人材の活用につ
いて、教員、生徒・保護者の意見を聞き
ながら制度設計に取りかかる。

⑹-2-3　「部活動指導員」の制度化を検討する。財源に
ついては、部活動担当教員への手当を含め、育友会と連
携・協力して持続可能な仕組みを作っていくことをめざ
す。

教員、生徒・保
護者からの意見
聴取

教員、生徒・保
護者からの意見
聴取

財源については、受益者負担の原則に
従って育友会と協議しながら進める。

*1) 評価欄は、〇（完了・緑）、△（進行中・黄）、×（未取組・赤）、-（実施対象年度以前・白）で評価する。
　　進捗を把握するため〇（1点）、△（0.5点）、×(0点)、-（0点）で算出する。

(3)施設・設備

年度毎に検証を行いつつ内容を策定・実施

(5)財政計画

(6)組織運営と人材育成

(6)-2　部活動のあり方・体制についての見直し
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２　個別計画
《2-4 聖霊高等・中学校》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

(1)-1
聖霊創立100周年に向けて

(1)-1-1
聖霊の全構成員が、南山学園の存在意義や未来の姿を共
有することができるよう「人間の尊厳のために」を意
識・理解し、ともに創立以来のモットー「光の子として
生活せよ」の元に日々の教育活動に心を込めてあたる。

タウンホール
ミーティングの
実施⽅法の検討

1つの単位校で
タウンホール
ミーティングの
試⾏

タウンホール
ミーティングの
本格実施

タウンホール
ミーティングの
実施

タウンホール
ミーティングの
実施

カトリック校が置かれてる現状について
教職員で共有してきた。学園とともに各
単位校がしっかりコミュニケーションと
連携を取り合い、学園および単位校ごと
の特色づくりを目指す。
2024年度に続き、2025年度にも市瀬理事
長より学園のモットーである「人間の尊
厳のために」についてご講演をいただい
た。また聖霊校担当理事に就任していた
だいた星野理事より、職員会議の冒頭で
将来構想についてお話を伺った。
夢のある学校づくりと危機感をバランス
良く共有する。

(1)-2
教育理念の具体化

(1)-2-1
2024年度に創立75周年を迎え、シスターによる記念講
演会、記念行事のバンテリンドームでの運動会、写真ア
ルバム＆アーカイブズと聖霊会＆聖霊中高アーカイブ
ズ、記念事業の聖家族像の設置、冬コート・夏カーディ
ガン・体操服見直しなどを通して、あらためて本校の存
在意義を確認した。100周年に向けて、昔の事をたずね
求めて、そこから新しい知識・見解を導きながら、時代
の先を見据えた教育活動を目指す。

カトリック系女子一貫校として持続する
よう、少子化の中で魅力ある学校づくり
を目指し継続して試行錯誤を重ねる。
①建学の精神・教育理念を深く理解する
②教育モットーを浸透させる③教育活動
の蓄積と伝統の振り返りから将来を見据
えるに「④生き残りをかけて聖霊校のポ
テンシャルを最大限に引き出し社会に求
められる学校を創造する」を加える。

(1)-3
聖霊校としての戦略

(1)-3-1
アドミッションポリシー（AP）に基づく生徒募集活動の点
検、中学・高校の教育課程の元、新しい学力観に基づいた
カリキュラムポリシー（CP）の構築、大学入試改革に対応
しながら、女子中高一貫校として新たな時代を生きる女性
を目指すグラディエーションポリシー（GP）の開発など、
聖霊の学校像を組み立て、賢明な児童に選ばれる学校づく
りを目指す。

生徒募集活動の
点検と修正

生徒募集活動の
点検と修正

生徒募集活動の
点検と修正

AP・CP・GP
ポリシーの確認

AP・CP・GP
ポリシーの修正

生徒募集活動、特に中学入試は中学VAP
選考入試を丁寧に進めている。毎年度入
試を進めながら改善のための修正を加え
ている。中学VAP選考入試を始めてか
ら、広報部に入試推進委員会を加えて運
営してきたが、より3つのポリシーを先鋭
化し運用するために、2026年度より広報
部に1本化する。

(2)-1
校舎の教育的活用

(2)-1-1
校舎や施設設備、キャンパス全体の活用について、年間
を通して教育的効果を向上させながら、活力ある学校生
活を工夫する。

整備計画の確認
とリサーチ

整備計画を検討
整備計画を踏ま
え聖霊校の将来
構想計画を検討

マスタープラン
を長期ビジョン
に組み込み策定

整備計画の確認
とリサーチ

施設・設備の経年劣化による修繕費が
年々嵩んでいる。財政面での課題につい
て優先順位をつけながら、個々の事案の
解決を進めている。第１体育館の空調設
備設置工事を、2026年度の夏休みを目標
に調整をしている。現在生徒の活動で足
りていない第２グラウンドおよびスクー
ルバス・ターミナル共有トイレについて
も検討を進める。

(2)-2-1
新指導要領の骨子が2024年度秋に示される見込みです。
高校の教育課程における選択講座や総合的な探究学習の
指導内容について、最短期間を想定して校内での研究を
進め、中学生徒募集から高校卒業後の進路指導までの新
しい6年一貫の指導課程の検討など準備を進める。

新指導要領につ
いての情報収集

と研究

新指導要領につ
いての情報収集

と研究

新指導要領につ
いての情報収集

と研究
中学周知徹底

中学先行実施と
教科書検定

高校周知徹底

次期学習指導要領は2030年度から「情報
活用能力」の育成強化・「探究的な学
び」の深化・「柔軟な教育課程」の導入
が柱で、教科の授業時間を減らして探究
や苦手克服に充てる調整授業時数制度、
不登校・ギフテッド対応の個別最適化、
デジタル教科書の導入なども検討されて
おり、AI時代にも対応するよう一人ひと
りの資質・能力を伸ばすことを目指して
いる。﻿引き続き文科省・中央教育審議会
等の情報を注視していく。

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度

(1)学校としての戦略

スタッフおよび関連する臨時の委員会および運営委員会を中心に推進
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２　個別計画
《2-4 聖霊高等・中学校》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度

(2)-2-2
大学入学共通テストに対して、これまでの大学入試動向
を踏まえつつ、大学ごとの入試情報や指導方針などを教
員間で共有し、新しい時代の進路指導の在り方を全教職
員の共通する指導目標に位置付ける。大学入試共通テス
トはまだ改革の道半ばにあるため、引き続き想定と修正
を続けながら高い完成度の対策で対応する。

進路指導部を中心に、大学入学共通テス
トに関する情報を共有している。2027年
度大学入学共通テスト（共通テスト）で
は、新課程への移行が完了し、大学ごと
の多様な入試制度の変更が大きなポイン
トとなるため、確実に情報を掴むととも
に対策を考え、生徒の指導にあたるよう
にする。

(2)-2-3
中学3年生で実施する職業体験やハローワーク講座、高
校生の校外事業所でのインターンシップなどの活動を、
それぞれの年齢にふさわしい職業観の育成や、将来の進
路選択の基となる活動として継承する。

2025年度は、インターンシップに高校1
年・2年生合わせて210名の参加者があっ
た。中学３年生は、全員参加で2月にハ
ローワーク講座が予定されている。2026
年度も、聖霊校で既に定着した行事を中
心に、キャリア教育を進める。

(2)-3
オーストラリア海外研修およびアイルランド語学研修の
見直し

(2)-3-1
利用航空便、参加生徒数、引率教員のありかた、現地校
滞在日程などについて、海外研修として安定した形態、
参加生徒保護者の評価の向上などを目標に、年度ごとの
評価と修正を継続する。

海外研修につい
て人数の調整
相手校来日

海外研修におい
て調整した人数
で試行

海外研修におい
て調整した人数
で試行
相手校来日予定

海外研修におい
て再調整した人
数で実施

海外研修におい
て人数を確定
相手校来日予定

国際情勢が落ち着かないため、2025年度
より、語学研修の表記をアイルランドか
らニュージーランド語学研修のみとし
た。2026年度の参加人数は、姉妹校であ
るMSJ校の協力の下、20名から24名に増
員する。今後も短期の学校体験を通して
相互の交流を深める。

(2)-4
南山大学・南山大学附属小学校・学園内中学・高校との
連携

(2)-4-1
学園創⽴100周年記念事業を検討するためのワーキング
グループの設置と交流を通して、共同参画する場面の増
加とともに具体的な計画を立て実践する。
地理的な要因を超えて、部活動・文化活動・オープンス
クールなどでの児童生徒間の交流や提携、さらに教職員
間の教科指導などでの交流の機会を検討する。

タウンホール
ミーティングの
実施⽅法の検討

1つの単位校で
タウンホール
ミーティングの
試⾏

タウンホール
ミーティングの
本格実施

タウンホール
ミーティングの
実施

タウンホール
ミーティングの
実施

学園からの多くの働きかけを通して、よ
うやく魅力ある学園・学校づくりといっ
た目標が見えてきた。従来からの高大連
携や附属小学校との交流は着実に発展し
ている。南山大学附属小学校との親和性
が高められ、小学校から中学校への自然
な進学が続いている。児童・生徒にとっ
てより良い進学形態を深めたい。高大連
携では、学園内オープンキャンパスや南
山大学授業体験プログラム、他の単位校
と合同で行う国際交流プログラムに継続
して参加したい。タウンホールミーティ
ング等を通した他単位校との交流は意義
深いものとなっている。今後は一般教職
員レベルでの交流の機会を提供できるよ
うにしていきたい。

(2)教育・研究

(2)-2
中学高校の教育課程の改訂と大学入学共通テストへの対
応

現在の指導要領下での大学入学共通テストへの対応と、新学習指導要領への移行期
間における対策を継続して行う

引き続き担当部署や担当学年が中心となってキャリアプログラムを充実させる 。
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(2)-5
「EVE, My 青春！」の継続実施と実施場所等将来設計の
検討

(2)-5-1
愛知芸術文化センター・コンサートホールでの屋内開催
（フルバージョン）と、Hisaya-odori Park・メディアヒ
ロバでの屋外開催（120人規模）セットで実施する形を
基本として、芸術文化センター・コンサートホール（抽
選制）の代替措置を「EVE Mｙ，青春！実行委員会」で
検討しつつ、伝統ある行事を継続実施していくととも
に、行事の将来像を検討する。

2025年度も発祥の地である「Hisaya-
odori Park・メディアヒロバ（旧もちの木
広場）」にて2部制で実施した。物価上昇
等により現在の予算では節約や工夫では
限界に来ている。そのため、全体予算の
増額を検討する。また芸術文化セン
ター・コンサートホール（抽選制）での
実施が不安定なため、複数回の実験的試
みを通して、以後「Hisaya-odori Park・
メディアヒロバでの屋外開催（フルバー
ジョン・2部制）と瀬戸市内（120人規
模）セットで実施する形を基本にするこ
とを将来設計の結論とした。メディアヒ
ロバで開催する場合の雨天時は、予備日
を設けず当日に聖霊校の体育館で実施す
ることとした。

(2)-6
中学校入試ならびに高等学校入試の総合的な見直し

(2)-6-1
最新の入試結果を踏まえて入試日程、入試内容、対外的
な広報活動等を年度ごとに見直し、それぞれの定員生徒
数を安定して確保しながら、生徒層の向上、拡大を目指
す。

愛知県の女子実出生数を調査したとこ
ろ、2025年度高３生が生まれた2007（平
成19）年が34,038人に対して2024（令和
6）年は23,237と約1万1千人減だというこ
とが分かった。来る本格的な少子化に向
けて対策を講じるための体制づくりを行
う。

(3)-1
ICT機器の教育利用を中心とした教育環境整備

(3)-1-1
ICT教育機器の導入を実施し、生徒用のタブレット導入
や教職員へのICT教育機器配備を進めながら、学習指導
における効果的な活用や校務における運用等を進める。
その成果に基づいて次期ICT教育環境の整備計画を立案
する。

PC教室のデス
クトップPC再
リース
生徒用タブレッ
ト端末導入2年
目、ほか教員用
タブレット端末

PC教室のデス
クトップPC
リースⅡ期1/5
年目
生徒用タブレッ
ト端末導入3年
目(完成年度)、
ほか教員用タブ
レット端末

PC教室のデス
クトップPC
リースⅡ期2/5
年目
生徒用タブレッ
ト端末導入4年
目、ほか教員用
タブレット端末

PC教室のデス
クトップPC
リースⅡ期3/5
年目
生徒用タブレッ
ト端末導入5年
目、ほか教員用
タブレット端末

PC教室のデス
クトップPC
リースⅡ期4/5
年目
生徒用タブレッ
ト端末導入6年
目、ほか教員用
タブレット端末

2024年度からの年次進行で、すべての学
年でタブレット端末が保有される。また
2026年度には教員用タブレット端末が全
員に配布される。ICTの学習指導における
効果的な活用や校務における運用等を目
指し、授業研究の推進や質の高いソフト
やアプリの導入を進める。

(3)-2-1
施設・設備の保守管理・定期点検等に必要となる経費を
見極めながら、年間での保守・環境整備計画を立案す
る。

電気設備更新 空調設備更新
電気設備更新
浄化槽更新

電気設備更新 電気設備更新

10年単位の長期修繕計画を基本とし、毎
年度の設備の耐用年数・部品供給限界と
教育活動への影響範囲を考慮として整備
優先度を決定していく。2025年度に普通
教室棟(SOL棟)で雨漏りがあり、その劣化
状況から、急遽大がかりな修理が必要と
なった。今後も経年劣化の状況を考慮し
て計画を更新していく。

(3)-2-2
第２体育館、グラウンドやテニスコートなど、補修や改
修の必要性を見極めて整備計画を検討し、可能なところ
から改修・整備を進める。

第１体育館の空調設備設置工事の実施。
第2体育館およびテニスコートの修繕、第
２グラウンドおよびスクールバス・ター
ミナル共有トイレ設置について検討を進
める。

「EVE Mｙ，青春！」実行委員会による運営。

入試推進委員会および広報部およびスタッフや運営委員会を中心に推進

(3)施設・設備

(3)-2
校舎の施設設備の確認と更なる施設設備整備の検討

財政状況だけでなく施設維持の必要性や安全性の観点から、優先度を意識して実施
計画としている。
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(4)-1
募金活動

(4)-1-1
聖霊降臨祭、クリスマス聖式などの宗教行事において、
全校生徒からの献金という形態で、聖霊会の関係する
様々な事業所への支援を続ける。
国外国内の被災・戦災地域等に向けて生徒会などによる
募金活動、学年単位や部活動単位で進められる募金活動
を積極的に支援する。

各宗教行事での献金や生徒会や部活動等
による募金活動を例年通り実施する。
国外国内の被災・戦災地域等に向け募金
活動や実地支援活動も安全かつ計画的に
行う。行事を通して確実に成長する生徒
のために、募金活動等の諸案内を確実に
伝え、機会を安定的に提示する。

(4)-2
ボランティア活動

(4)-2-1
夏季休暇中のボランティア活動だけにとどまらず、学校
として継続的な支援活動を模索する。

夏期休業期間中のボランティア活動を積
極的に行い、課外活動団体による活動も
継続して推進する。南山大学はじめ、各
単位校との協働ができないか模索する。
また、隔年で実施している刑務所への慰
問も継続して実施する。

(4)-3-1
公立陶生病院、愛知県赤十字血液センターや瀬戸市観光
協会との連携のほか、中学3年生の職業体験において瀬
戸市を中心とした事業所に生徒受け入れの協力をお願い
する。

これまで継続して行ってきた主な地域と
の連携事業は、瀬戸市主催の中国や韓国
との交流事業・瀬戸市商工会議所主催の
瀬戸物祭・瀬戸市観光協会主催の道の駅
等での和太鼓部や筝曲部の演奏・瀬戸蔵
１Fアトリウムでの「プレ・EVE,My！」
コンサート・瀬戸警察署のパトカーから
生徒によるアナウンスの依頼・尾張旭税
務署の「税の標語」などがある。2026年
度は瀬戸市と協力して「EVE, My 青春!」
に因むコンサートに参加する。瀬戸市以
外では、JRおよびマリオットホテルやセ
ントレア主催のオーケストラ部の演奏・
星ヶ丘テラス主催の聖歌隊の合唱なども
ある。これら地域との連携事業を2026年
度も継続する。新たに瀬戸被爆ピアノコ
ンサート実行委員会から案内があり、そ
の輪を広げるべく交流を始めるととも
に、創立記念式典の講演で実現できるよ
う調整をしている。

(4)-3-2
創立記念式典での伝統行事「花いっぱい運動」で、生徒
が持ち寄った花束を、瀬戸市長をはじめ地域の方々や、
様々な施設に感謝の言葉とともに届ける。

中学1年生が担当する「花いっぱい運動」
で、地域の方々と直接接する機会を通し
て、礼儀正しい挨拶はじめコミュニケー
ションの取り方を学び、活動の練習や交
流の実践を通して瀬戸市に愛着と感謝の
気持ちを持つことを目指す。またボラン
ティア活動の入口としたい。

(5)-1
財政的課題の認知と維持継続

(5)-1-1
経常費補助金の獲得、寄附金募集の継続等、財政面にお
いて収支均衡を目標として収入確保に向けて努めるとと
もに、本校の将来を見据えた長期的な目標に向けて、ス
クールバス運営の財政改善に向けた料金改定や路線の見
直し、ICT教育環境整備計画推進のための実習経費の徴
収等を含めて継続的に検討・実施する。

決算時に中⻑期
⽬標の実現を確
認する。

引き続き、財政問題について学校執行部
会議で改善策を検討し、職員会議で一般
教員に対して意識を高めるべく財政状況
を共有する。財政と生徒募集の一体性の
意識を高め、中学VAP選考入試はじめ4つ
の入試について、協力体制を強化する。
光熱費の節約や文化祭後のゴミ問題（有
料）などさらに意識を高める。次期学納
金改定について2028年度から授業料の値
上げを実現するよう計画的に進める。

(4)社会・地域貢献

カトリックの意味するギフトを意識し募金活動を実践する

奉仕の精神を元に経験を重ねる

(4)-3
地域との連携

実践を通して自己を見つめる。

奉仕する側と奉仕される側の等価値を認識
2025年度より総務部が中心となって推進し、担当学年である中学1年生の学年団と

連携を取って進める。そうすることで伝統と現実的な対応のバランスをとる。

予算編成時、補正予算編成時、
決算時に中⻑期⽬標との差額を
確認し、必要に応じて財務担当
理事との懇談機会を設ける。
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(5)-2
キャンパスのメンテナンスコスト

(5)-2-1
広大なキャンパスのメンテナンスコストについては、中
期的な整備計画に加えて長期的なマスタープランの策定
を進めることで、警備、清掃、施設・設備と緑地の維持
管理など分野ごとの必要性と財政収支の状況を見極めな
がら、全体として支出の抑制に努める。

整備計画の確認
とリサーチ

整備計画を検討 整備計画を検討
整備計画を踏ま
え聖霊校の将来
構想計画を検討

マスタープラン
を長期ビジョン
に組み込み策定

2021年度に設備に関する長期修繕計画を
立てて以降、老朽化の進行や部品供給限
界を考慮して毎年見直しながら計画を実
行している。国の教育環境設備改善方針
に沿って2022年度から5か年計画でGHP
を更新している。2026年度は国の熱中症
対策補助金を活用して第1体育館(2020年
度竣工)に空調設備を新設する計画であ
る。一方で老朽化でメーカー保守が切れ
る設備は新たに保守契約を取り交わして
故障等に迅速に対応できる体制を作る。
定期点検整備を常駐の施設管理委託業者
に担わせることやエネルギー効率の高い
設備に更新していく等によりランニング
コストの抑制に努める。

(6)-1-1
役職人事や部署の配置および配属人数等、校務分掌組織
全体の改編について年度ごとの評価をしながら継続的に
検討する。

新教務部長
新生徒指導部長

新広報部長
新生徒会部長

新副校長
新中学教頭
新総務部長

新教務部長

次世代リーダーの人材育成を計画的に進
めてきたが、休職や中途退職等によって
部長や管理職人事が間に合わない状況に
陥った。まずは中長期的な視点で部長職
から人材育成に努め人的資源を確保し、
その上で次期管理職に相応しい人材を見
極めて行く。その一つの手段として、副
部長的ポジションなど新たなロールの設
置について丁寧に議論を進める。

(6)-1-2
長時間労働の抑制のため、勤務時間内での会議のあり
方、部活動、学校週番、勤怠管理や校舎管理方法なども
併せ、様々な業務について総点検を進める。

部活動改革
職員室退室時間

の短縮

部活動改革
職員室退室時間
の短縮(前年度
から更に15分)

部活動改革
職員室退室時間

の短縮(継続)

部活動改革
職員室退室時間
の短縮(前年度
から更に15分)

部活動改革
職員室退室時間

の短縮(継続)

2025年度は、これまで議論を重ねてきた
学校における「働き方改革」を職場に落
とし込み、働き方改革ワーキンググルー
プ（仮称）を立ち上げ、議論と改革を進
める。2026年度からの部活動改革は、そ
の検討のために立ち上げた部活動検討委
員会を生徒会指導部に組み込む。父母の
会カリタスからの援助に関する改定業務
を終え、部活動数減や複数顧問制への移
行措置を見届けるとともに、休部までし
かない現規定に廃部の規定を設けるなど
改善を進める。今後も複数顧問制による
安全体制強化を主眼に働き方改革と融合
させるべく進めている。文科省の「学校
部活動及び新たな地域クラブ活動の在り
方等に関する総合的なガイドライン（令
和4年12月）」を順守する体制に2026年
度から徹底する。

(6)-2
教員の構成について

(6)-2-1
定年退職者数見込や教員組織全体としてバランスの取れ
た年齢構成とすることに留意しつつ、本校独自のカリ
キュラム構成に応じた教科ごとの授業数や教員数に基づ
く教員構成について継続的に見直す。

退職者3名分/国
語・社会・技
家、前倒し採用
1名分/英語、AI
採用1名分/英会
話を採用する

前倒し採用2名
分/数学・養護
教諭、2025年
度前倒し採用未
決定1名分を採
用する

前倒し採用2名
分/国語・英語
を採用する

前倒し採用2名
分/英語・体育
を採用する

退職者4名分
（国語・理科・
美術科2）を採
用する

2028年度を中心に、全教員の1/５にあた
る定年退職者が出る見込みである。中長
期的な視点をもって前倒し採用を含めた
計画的な教員採用を行ってきたが、引き
続き丁寧に進める。また、短期的には多
様な働き方に対応できるよう期限付講師
の柔軟な運用も行っていく。

(5)財政計画

(6)組織運営と人材育成

(6)-1
校務組織について

*1) 評価欄は、〇（完了・緑）、△（進行中・黄）、×（未取組・赤）、-（実施対象年度以前・白）で評価する。
　　進捗を把握するため〇（1点）、△（0.5点）、×(0点)、-（0点）で算出する。
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２　個別計画
《2-5 聖園女学院高等・中学校》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

(1)-1　スクールミッションの実現

(1)-1-1　スクールミッションの実現
南山学園の教育モットーである「人間の尊厳のために」
を教育活動の中で具現化できるよう「信念・精励・温
順」を校訓に掲げ、女子教育を通して、確かな学力を身
につけ、人間としての生き方を学び、一人ひとりが自分
の使命を自覚して成長することができる生徒の育成を通
して社会に貢献することを目指す。
目標達成に向けて2025年度にワーキンググループを設置
しスクールミッションの具現化、具体化を検討する。こ
の検討結果について、2026年度以降にステークホルダー
への周知を図る。

ワーキンググ
ループを設置し
スクールミッ
ションの具現
化、具体化を検
討する。

ワーキンググ
ループでの検討
結果について、
ステークホル
ダーへの周知を
図る。

スクールミッションの実現に向けて、
ワーキンググループにて、スクールミッ
ションの具現化、具体化を検討する。
ワーキンググループでの検討結果につい
て、ステークホルダーへの周知を図る。

(1)-2-1　南山大学との教育連携
南山大学夏期模擬講義をはじめ、校内で行われている南
山大学との連携について、2025年度に改めて整理し、学
びの成果について調査する。この結果をもとに、2026年
度以降、生徒の実態に合った南山大学との高大連携の取
り組みを実施する。これらの取り組みにより、南山大学
への興味や，広く大学での学びについて興味・関心を高
める。

各部署で行われ
ている南山大学
との高大連携の
取り組みについ
て整理する。

取り組んだ生徒
から，学びの成
果について調査
する。

生徒の実態に
合った南山大学
との高大連携の
形を模索し，教
育連携の取り組
みを実施する。
南山大学への進
学への結びつき
について検証す
る。

南山大学との教育連携の取り組みについ
て、生徒の実態に合った形を模索しなが
ら実施する。
また、取り組んだ生徒から、学びの成果
について調査を行い、南山大学への進学
の結びつきや、教育効果について検証を
行う。

(1)-2-2　上智大学との教育連携
2023年10月1日付で締結した上智大学との高大連携協定
を基に実施されている具体的な教育連携について，2025
年度に取り組みの内容や参加している生徒の情報につい
て整理する。2026年度以降は参加生徒について追跡調査
を行い、教育連携が生徒の進路探究にどのように結びつ
いているか、生徒のフィードバックや学力、進路への結
びつきをもとに調査し、教育連携の成果を検証する。

上智大学とのカ
トリック校とし
ての高大連携の
取り組みについ
て整理する。

取り組んだ生徒
から，学びの成
果や進路への結
びつきについて
調査・検証す
る。

上智大学との高大連携協定を基に実施さ
れている高大連携の取り組みについて、
生徒に確実に周知し、参加を促せるよう
体制を整える。また、参加した生徒から
学びの成果や、進路への結びつきに関し
て調査を行い、効果を検証する。

(1)-2-3　清泉女子大学との教育連携
2024年8月1日付で締結した清泉女子大学との高大連携協
定における具体的な教育連携について、2024～2025年
度に検討する。2026年度以降は参加生徒について追跡調
査を行い、教育連携が生徒の進路探究にどのように結び
ついているか、生徒のフィードバックや学力、進路への
結びつきをもとに調査し、教育連携の成果を検証する。
（この項目では2023年度から取り組んでいる「MISONO
竹林プロジェクト」以外の取り組みを対象とする。参
照：本計画(4)-2-1「聖園女学院の豊かな自然環境を生か
した取り組み」）

清泉女子大学と
の高大連携の取
り組みについて
検討する。

取り組んだ生徒
から，学びの成
果や進路への結
びつきについて
調査・検証す
る。

清泉女子大学との高大連携協定に基づく
各種取り組みを整理し、学習や進路への
結びつきについて調査を行うことで、高
大連携協定の効果を検証する。

【2025年度新規取組】
昭和医科大学との包括連携協定に基づく具体的な取り組
みについて検討し、2025年度中に実施可能なものについ
ては、取り組みを開始する。

具体的な取り組
みについて検討

具体的な取り組
みについて整理
し、その教育効
果や進路への影
響を検証する。

昭和医科大学との包括連携協定に基づく
具体的な取り組みについて整理し、その
教育効果や進路への影響を検証する。

(1)学校としての戦略
(1)-2　教育連携の強化

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度
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２　個別計画
《2-5 聖園女学院高等・中学校》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度

(1)-3　財政改善に向けた定員充足に関する方策

(1)-3-1　高校入試
聖園女学院にふさわしい生徒を迎え入れる機会を広げる
ため、新たに2024年度入試として高校入試を開始した。
これまで中高一貫教育を掲げてきたが、内部進学生に加
え、公立中学校等で学んできた生徒も受け入れ、生徒が
互いに刺激し合い成長できることを目指す。
当面はさらなる志願者を確保できるよう入試広報活動の
強化に努めていくが、中学入試の定員充足状況に合わ
せ、2026年度に高校入試のあり方を見直す。また、
2026年度の検討内容を踏まえ、2027年度以降に必要な
対策を講じる。

―

中学の定員充足
状況に応じて、
高校入試の募集
枠や入試内容、
優遇措置などを
見直す。

2026年度の検
討内容を踏ま
え、必要な対策
を講じる。

高校入試開始後3年分のデータを元に、現
状に合わせて募集枠や入試内容、優遇措
置などを見直す。

(2)-1　グラデュエーション・ポリシーの実現

(2)-1-1　グラデュエーション・ポリシーの実現
ミッションスクールとしての価値観教育を基に、国や文
化を越えて互いに理解し合い、世界平和と国際社会に貢
献できるように、優れた知性、堅実な実行力、無償の愛
をもつ女性を育てることを目的とし、豊かな感性と人間
力を高める教育の実践と校訓の体現によって生徒を育て
る。
2025年度にワーキンググループを設置しグラデュエー
ション・ポリシーの具現化、具体化を検討する。
2026年度以降、ワーキンググループでの検討結果につい
て、ステークホルダーへの周知を図る。

ワーキンググ
ループを設置し
グラデュエー
ション・ポリ
シーの具現化、
具体化を検討す
る。

ワーキンググ
ループでの検討
結果について、
ステークホル
ダーへの周知を
図る。

グラデュエーション・ポリシーの実現に
向けて、ワーキンググループにてグラ
デュエーション・ポリシーの具現化、具
体化を検討する。
ワーキンググループでの検討結果につい
て、ステークホルダーへの周知を図る。

(2)-2-1　基礎学力の向上
2025年度以降も習熟度別授業や分級授業を継続すること
により、生徒の理解を深める。また、放課後自習支援に
よる大学生メンターとの学びの環境を整えることで、自
立した学習態度を育み基礎学力の向上を目指す。
長期休業期間の補習・講習に加え、AI教材を活用し、個
人の進度に合わせた学習の取り組みを実施する。AI教材
については、利用状況を確認し2026～2027年度に内容
の見直しを行う。

以下の取り組み
を継続実施
・習熟度別授
業・分級授業
・長期休業期間
の補習・講習
・AI教材活用
・放課後自習支
援

AI教材の内容の
見直しを行う。

・中学数学(代数分野)は習熟度別少人数
授業を実施する。
・長期休業期間の補習・講習は、教員指
導の他、連携校や企業とのつながりを活
用し様々な講座を設定する。
・放課後自習支援を継続し、生徒の学習
環境を整える。
・AI教材については、利用状況を確認し
生徒のニーズを考慮した内容の見直しを
行う。

(2)-2-2　総合的な学習・探究
総合的な学習・探究を通して資料を活用しまとめる力を
育み、地域社会との関わりから新たな気づきを得るため
の活動を推進する。多くの経験や学びを得るために、
2024年度より外部企業と連携し、学びの場を校外へ広げ
大胆な教育活動を展開している。2025年度以降も地域施
設との連携、外部企業との連携を通して、生徒の自立を
促す活動を実施する。2027年度には外部企業との連携を
活用し、探究講座やプログラミング講座などを実施す
る。実体験を通して得た発見や発想を社会のために活用
し、未来を切り拓く女性の育成を目標とする。
中高現地研修については、2026年度より平和学習と探究
学習をテーマに、聖園女学院に相応しい行程の変更を行
う。

地域施設との連
携、外部企業と
の連携を通し
て、生徒の自立
を促す活動を実
施する。

探究学習として
の中高現地研修
の改善を図る。
中学現地研修を
長崎3泊4日へ、
高校現地研修を
沖縄3泊4日へ変
更する。

外部企業との連
携を活用し、探
究講座やプログ
ラミング講座な
どを実施する。

地域施設との連携、外部企業との連携を
通して、生徒の自立を促す活動を実施す
る。
中高現地研修では平和学習と探究学習に
重点を置き、研修地の変更と内容の改善
を図る。
中学現地研修を長崎3泊4日へ、高校現地
研修を沖縄3泊4日へ変更する。
探究学習の成果を外部で発表したいと希
望する高校生には、情報の提供と発表ま
でのサポートを行う。
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大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度

(2)-2-3-1　海外研修・留学
中学1年次からMEA(Misono English Academy)で校内留
学を体験し、海外で学習したいという意欲を育む。中学
3年次ニュージーランド中期留学は中級者向けに、高１
カナダ研修は初級者にも対応できるプログラムとして企
画・運営している。さらに長期で学習したい生徒には高
校1年次から１年留学を勧め、2025～2026年度にはより
留学先として選ばれる場所を検討し、2027年度以降に実
施・検証を行う。海外プログラムを継続的に広報し、
2024年度より参加する生徒の人数を増やす。

1年留学先を複
数検討する。

実施・検証・
海外プログラム
の継続的広報

高１カナダ研修は引き続きMLI（現地会
社：Muskoka Language International）
と連携し、藤沢市と姉妹都市のウィン
ザー市での研修を継続する。ニュージー
ランド中期留学はオークランド市内のカ
トリック女子校に加え、ハミルトンの
Sacred Heart Girls' College との交流を
追加できるよう検討していく。

(2)-2-3-2　"Global Friends"
本校生徒たちが留学生と対面し、コミュニケーションを
取ることで多様な文化・価値観に触れ、相手を尊重し協
力しようとする心を育むことを目的とした “Global
Friends”を発展させ、生徒の国際性を涵養する。2025年
度までに対面での方法を検討し、Zoomでの交流に加え
て、留学生と直接対面できる機会も継続させる。

対面の方法を検
討する。

"Global
Friends"を継続
実施する。

Global Friends in Misonoでは、南山大学
国際教養学部の北村教授をお招きして、
言葉の通じない環境でのコミュニケー
ションについて講義をしていただく。ま
たGlobal Friends in Nanzanでは、外国人
留学生と交流するアクティビティに加
え、留学生が日本語を学んでいる授業に
参加し、どのように日本語を学んでいる
か勉強する機会を作る。2026年度も対面
での活動を意識し、言葉の壁を乗り越え
て自ら積極的にコミュニケーションを取
れる機会を継続していく。

(2)-2-3-3　ダブルディプロマシステム
日本に居ながら海外の授業を受けることができ、カナダ
と日本の高校卒業資格をダブルで取得できるシステムを
促進させる。Ontario Virtual Schoolと連携し、ダブル
ディプロマシステムの説明会や体験会を企画していくと
ともに、奨学金を周知し広報していく。2027年度にはダ
ブルディプロマ取得者を輩出し、2028年度以降は体験談
を活かした継続的広報を行う。

ダブルディプロ
マシステムの
継続的広報

ダブルディプロ
マ取得者を輩出
体験談の取材

ダブルディプロ
マ取得者の
体験談を活用し
た継続的広報

ダブルディプロマの説明会を開催し、
OVSの説明とデモレッスンを対面で行う
とともに、奨学金を周知し広報活動に注
力していく。

(2)-2-4　キャリア教育
現在行われている6か年の進路探究の取り組みを2025年
度に整理し、2026年度以降、生徒が自己と社会のつなが
りを実感し、一人ひとりが望ましい進路選択ができるよ
う支援体制を整備していく。2027年度以降は、行われる
進路探究の教育的効果について、生徒のフィードバック
をもとに検証していく。
また、2030年頃に予定されている指導要領改訂に向け、
2028年度より情報収集を行い、必要な進路支援体制を整
えるための基礎とする。

６か年進路探究
の実施内容を整
理する。

生徒の実態に応
じた６か年進路
探究指導計画を
整備する。

６か年進路探究
について，生徒
からのフィード
バックを通じて
効果を検証す
る。

学習指導要領の
改訂に向け情報
収集を行う。

現在行われている６か年（高校からの入
学生については3か年）進路探究の実施内
容をもとに、進路探究指導計画の再整備
を行う。計画については生徒が自己と社
会のつながりを実感し、一人ひとりが望
ましい進路選択ができるような支援とな
るよう整備する。

(2)-3-1　中学入試（教科型一般入試）
自分を鍛え、自己の確立を目指す生徒を受け入れるた
め、小学校のうちから学習習慣をしっかりと身に着けた
志願者を評価できるよう、今後も教科型一般入試を中学
入試の中心に据えていく。
その中で志願者数を確保することはもとより学力も担保
されるよう、2025年度と2028年度には入試日程や方式
について検討する。

入試種別ごとに
入学生の成績を
追跡し、セレク
ト1科・セレク
ト2科・国算
ハーフの継続に
ついて検討す
る。

首都圏の入試動
向を注視する。

入試種別ごとに
入学生の成績を
追跡し、セレク
ト1科・セレク
ト2科・国算
ハーフの継続に
ついて検討す
る。

首都圏の入試動
向を注視する。

志願者の確保はもとより学力も担保され
るよう、2期にわたり入試日程や方式につ
いて検討する。2026年度は1期目の中間
地点として、入試種別ごとに入学生の成
績を追跡し、セレクト1科と国算ハーフの
継続について検討する。

(2)教育・研究

(2)-2　カリキュラム・ポリシーの実現

(2)-3　アドミッション・ポリシーの実現
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２　個別計画
《2-5 聖園女学院高等・中学校》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度

(2)-3-2　中学入試（帰国生入試・特色型入試）
帰国生入試と特色型入試（特待適性検査型入試・英語
チャレンジ入試）の認知度を高め、豊かな人間性を有す
る国際人を目指す生徒を積極的に受け入れていく。2026
年度と2029年度には特待適性検査型入試の定員を増やす
ことについて検討する。

帰国生入試や特
色型入試に特化
した広報活動を
引き続き行う。

特待適性検査型
入試の定員を10
名から15名にす
ることを検討す
る。

26年度の検討の
結果、必要があ
ると認められた
場合は、28年度
入試の定員を変
更する。

帰国生入試や特
色型入試に特化
した広報活動を
行う。

特待適性検査型
入試の定員を15
名から20名にす
ることを検討す
る。

豊かな人間性を有する国際人を目指す生
徒を積極的に受け入れていくため、帰国
生入試や特色型入試に特化した広報活動
を引き続き行う。あわせて特待適性検査
型入試の定員を10名から15名にすること
を検討する。

(3)-1-1　災害時の避難所としてのマリアホール
災害時の地域避難所として指定されているマリアホール
のエレベーターの整備を2025年度に実施する。

エレベーター整
備

ー

(3)-1-2　計画的な施設・設備の更新
聖園女学院施設設備拡充引当特定資産を活用し、「南山
学園建物施設設備のライフサイクルに係るガイドライ
ン」に基づく施設・設備の更新を行う。
2025年度にガイドラインに基づいた更新計画を立案し、
検討結果を踏まえ、2026年度に2027年度以降の事業計
画に関して予算化し、2027年度以降に実施する。

建物施設設備の
ライフサイクル
に係るガイドラ
インに基づいた
更新計画を立案
する。

検討結果を踏ま
え、2027年度
以降の事業計画
に関して予算化
する。

事業計画を実施
する。

建物施設設備のライフサイクルに係るガ
イドラインに基づいた更新計画の検討結
果を踏まえ、2027年度以降の事業計画に
関して予算化する。

(3)-1-3　生徒が過ごしやすい環境整備
生徒が過ごしやすい環境整備について検討を進める。必
要に応じて聖園女学院施設設備拡充引当特定資産を活用
したり、財政的な裏付けについても検討する。
2025年度に環境整備について検討する会議体を設置し、
検討結果を踏まえ、2026年度に事業計画に関して予算化
し、2027年度以降に実施する。

環境整備につい
て検討する会議
体を設置する。

検討結果を踏ま
え、2027年度
以降の事業計画
に関して予算化
する。

事業計画を実施
する。

環境整備について検討する会議体での検
討結果を踏まえ、2027年度以降の事業計
画に関して予算化する。

(4)-1　社会貢献

(4)-1-1　ボランティア活動
社会福祉施設「聖園子供の家」でのボランティア活動、
各種支援のための募金活動を継続して実施する。聖園
祭・クリスマス行事でのチャリティーの純益金をこれま
で同様に社会福祉活動、国際協力援助のために寄付す
る。
2023年度よりスタートしたWARM HEARTS COFFEE
CLUBの活動は、NPO法人せいぼと連携し、国際協力援
助について、カトリック的SDGs探究として取り組む。

「聖園子供の
家」ボランティ
ア・聖園祭、ク
リスマス行事で
のチャリ
ティー・WARM
HEARTS
COFFEE CLUB
の活動

WARM HEARTS COFEE CLUBの活動
は、カトリック的SDGs探究として、国際
協力援助に取り組む。聖園祭、クリスマ
ス行事でのチャリティーの純益金を社会
福祉活動、国際協力援助のために寄附す
る。

(4)-2　地域貢献

(4)-2-1　聖園女学院の豊かな自然環境を生かした取り組
み
本校の豊かな自然環境を生かした取り組みとして、2024
年度より「MISONO竹林プロジェクト」をスタートし
た。校外との連携（金子牧場竹炭くらぶ・清泉女子大学
地球市民学科 安斎徹教授ゼミ）により、創造的な体験的
探究活動を目指す。製品化された物は、聖園祭で販売す
る。

・野鳥観察の再
開
・『竹炭』の探
究とブランディ
ング
製品化したもの
を聖園祭で販売
する。
・竹とSDGｓへ
の取り組み。

・カメラ付巣箱を設置し、野鳥観察に取
り組む。
・自然環境教育の一環として、創造的な
体験的探究活動に取り組む。『竹炭』の
探究とブランディングに取り組み、製品
化された竹炭は、聖園祭で販売する。

(5)-1　学納金改定

(5)-1-1　「基準財務シミュレーション」に基づく「南山
学園財務に係る中長期目標」を実現するために、定員充
足率や入試動向を考慮しつつ必要な時期に学納金改定を
実施する。
2024年度に2026年度からの学納金改定（第1期、第2
期）について理事会で審議する。
その後、2027年度には2029年度からの学納金改定（第2
期）の理事会手続きを実施する。

2024年度に
2026年度から
の学納金改定
（第1期、第2
期）を理事会決
定する。

学納金改定（第
1期、月額3千円
増額）を実施す
る。

2029年度から
の学納金改定
（第2期）の理
事会手続きを実
施する。

ー

学納金改定（第
2期、月額3千円
増額）を実施す
る。

「基準財務シミュレーション」に基づく
「南山学園財務に係る中長期目標」を実
現するために、2026年度に学納金改定
（第1期、月額3千円増額）を実施する。

(5)財政計画

(3)施設・設備
(3)-1　「南山学園建物施設設備のライフサイクルに係る
ガイドライン」に基づく施設・設備の更新

(4)社会・地域貢献
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２　個別計画
《2-5 聖園女学院高等・中学校》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度

(5)-2　教育環境整備を目的とした寄附金のさらなる獲得

(5)-2-1　寄附金
学⽣⽣徒等納付⾦以外の収⼊としての寄附⾦の戦略的か
つ組織的な獲得を目指し、必要な対応策を検討・実施す
る。あわせて2026年度に本校創立80周年を迎えることか
ら2026年度から2029年度にかけて「創立80周年記念募
金」を実施するために必要な手続きを2025年度に進め
る。

「創立80周年記
念募金」を実施
するために必要
な手続きを開始
する。

「創立80周年記
念募金」の募集
を開始する。

「創立80周年記
念募金」の募集
を終了する。

学⽣⽣徒等納付⾦以外の収⼊としての寄
附⾦の戦略的かつ組織的な獲得を目指
し、「創立80周年記念募金」の募集を開
始する。

(6)-1　組織運営

(6)-1-1　計画的な採用活動
中・高の定員充足に向けての入試改革と広報活動を進め
る中で、教員の年齢構成及び専任教員数の適正化に努め
る。
2025年度に数学科で1名を期限付講師から専任に切り替
えて採用する。また社会科専任枠を2029年度まで時限的
に転用し英語外国人期限付講師を採用し、現職2名の外
国人教員の定年退職、再雇用後の任期満了に備える。
2026年度には、中学と高校入試の実績を踏まえ、1名な
いし2名の期限付講師募集を専任募集に切り替える。
前年度採用の外国人教員については、勤務状況を見なが
ら、必要に応じて期限付講師募集を専任募集に切り替え
を検討する。
2029年度にはクラス数、生徒数の状況を見て、次期中期
計画に向けて、専任の充足状況を検証する。

数学科で1名を
期限付講師から
専任に切り替え
て採用する。

社会科専任枠を
2029年度まで
時限的に転用し
英語外国人教員
を採用し、現職
2名の外国人教
員の定年退職、
再雇用後の任期
満了に備える。

中学と高校入試
の実績を踏ま
え、1名ないし2
名を期限付講師
募集から専任募
集に切り替え
る。

前年度採用の外
国人教員の勤務
状況を見なが
ら、必要に応じ
て期限付講師募
集を専任募集に
切り替えを検討
する。

クラス数、生徒
数の状況を見
て、次期中期計
画に向けて、専
任の充足状況を
検証する。 中学と高校入試の実績を踏まえ、1名ない

し2名を期限付講師募集から専任募集に切
り替える。
本校の特徴的な英語・国際教育の継続、
発展のためと、現職2名の外国人教員の定
年退職、再雇用後の任期満了に備えるた
めに、前年度採用の外国人教員の勤務状
況を見ながら、必要に応じて期限付講師
募集から専任募集への切り替えを検討す
る。

(6)-2　人材育成

(6)-2-1　職員研修の継続実施
防災、個人情報、ハラスメントなど、人材育成上、その
時期に研修が必要なテーマについて検討し、定期的に職
員研修を実施する。
今後もテーマに応じ学園関係者を講師として派遣しても
らえるように相談するとともに、神奈川私学中高協会、
コアネット教育総合研究所の研修を活用する。

人材育成上、そ
の時期に研修が
必要なテーマに
ついて検討し、
定期的に職員研
修を実施する。

ハラスメント防止に関する研修、消防訓
練を含む救急救命の研修について継続し
ていく。また、学園総合企画室と連携を
図りつつ、危機対応研修の実施を継続し
ていく。

(6)組織運営と人材育成

*1) 評価欄は、〇（完了・緑）、△（進行中・黄）、×（未取組・赤）、-（実施対象年度以前・白）で評価する。
　　進捗を把握するため〇（1点）、△（0.5点）、×(0点)、-（0点）で算出する。
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２　個別計画
《2-6 南山大学附属小学校》

大項目 中項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

(1)-1-1
・教育課程特例校としてカリキュラム改善

(1)-1-1-1
特例校申請により3、4年生における外国語活動の時数を
確保し、また、5、6年生において探究的な活動をとおし
て言語活動の充実を図る。

教育課程特例校
開始１年目
成果と課題の検
討

前年の成果と課
題に基づく改善

2028年度の新学習指導要領移行期間開始
に合わせ、特例校制度での教育課程を調
整し、新たな教育課程と時程を検討す
る。

(1)-1-2
・宿泊学習を核とした特色ある教育活動

(1)-1-2-1
宿泊学習検討委員会を中心として、宿泊学習及び事前、
事後指導の内容を南山小の特色といえるものにする。

検討委員会によ
る提案の検討と
実施

南山小の特色とすべく、新たな宿泊学習
の2027年度実施に向けて計画する。代理
店との交渉も進める。

(1)-1-3
・広報の工夫

(1)-1-3-1
学校説明会、授業見学会、パンフレット、Webサイトの
活用等において南山小の特色を広く伝える工夫をする。

Webページ、学
校紹介動画リ
ニューアル

入試進路部によ
る提案の検討と
実施

2025年度に刷新したWebページを効果的
に運用していくことで、特色がより伝わる
ようにしていく。学校説明会では、リ
ニューアルした学校紹介動画を用いて、
生き生きとした児童の姿を紹介し、より
よい発信を行っていく。

(1)-1-4
・入試の改善

(1)-1-4-1
入試プロジェクトチームを中心に、受験者にとって負担
が小さく、かつ、アドミッションポリシーに合った児童
を受け入れるための入試の改善を図る。

プロジェクト
チームの提案の
検討と実施
考査試験・面接
試験の日程変更

プロジェクトチームを中心としつつ、全職
員が一丸となって取り組む入試を継続し
ていく。前年度の振り返りを分析し、受
験者にとっても教職員にとってもよりよ
い考査試験、面接試験となるように改善
を図り続けていく。

(2)-1-1
・宗教的な体験活動の充実

(2)-1-1-1
静修、クリスマス会、校外学習や宿泊学習におけるミサ
（または、お祈りの会）を改善し、よりよい体験とす
る。

宗教科の提案の
検討と実施

行事等における宗教的活動の重点につい
て宗教科が提案する。活動後、児童に
とってどんな意味をもつ体験となったか検
討する。

(2)-1-2
・「がんばりタイム」の改善

(2)-1-2-1
「がんばりタイム」の検討委員会を設け、目的や取り組
み、評価の在り方を見直す。

研究・研修部に
よる検討と資料
収集

研究・研修部で「がんばりタイム」の改善
点についてリストアップし、対応策につ
いて検討する。

(2)-1-3
・学校間交流、海外研修の継続

(2)-1-3-1
台湾聖心小学校との相互交流を継続するとともに、オー
ストラリアの小学校とより深い交流ができるようにす
る。

オーストラリア
のSt. Brigid's校
を訪問
台湾聖心小学校
を訪問

オーストラリア
のゴールドコー
ストの小学校を
訪問
台湾聖心小学校
の児童受け入れ

オーストラリア
のゴールドコー
ストの小学校を
訪問
台湾聖心小学校
を訪問

オーストラリア
のゴールドコー
ストの小学校を
訪問
台湾聖心小学校
の児童受け入れ

オーストラリア
のゴールドコー
ストの小学校を
訪問
台湾聖心小学校
を訪問

シドニーの2校から変更し、オーストラリ
アのゴールドコーストにあるSt Andrews
Lutheran College、Bond Universityを6年
生選抜児童が訪問する。台湾聖心小学校
児童が来校し、5年生が中心となって交流
する。

(2)-1-4
・「真教育」研究会の実施

(2)-1-4-1
2019年度以来の「真教育」研究会を再開し、研究実践を
進める。

「真教育」研究
会開催（2月）

「真教育」研究
会への準備（1
年目）

「真教育」研究
会への準備（2
年目）

「真教育」研究
会開催（予定）

「真教育」研究
会への準備（1
年目）

第４回「真教育」研究会を2027年1月30
日(土)に実施し、授業力を高めるととも
に、南山小らしい教育のあり方を追究す
る。また、後援を各種団体に依頼し、公
的な信用を得る。

(3)-1-1
・教室のプロジェクター設置

(3)-1-1-1
ICTを活用した授業を効果的に行うために、1～6年生の
全教室に順次プロジェクターを設置する。

6、5年生教室に
設置

4、3年生教室に
設置

2、1年生教室に
設置

プロジェクター設置計画を再検討した結
果を受けて、黒板に併設する大型モニ
ターを第一候補に変更し、教職員の意見
を聞きながら調整を進め、2027年度設置
の見通しを立てる。

(3)-1-2
・グラウンドのメンテナンス

(3)-1-2-1
2023年に全面張替えした人工芝を維持するために計画的
にメンテナンスをするとともに、鉄棒や遊具の安全点検
や補修を定期的に行う。

年次計画に沿っ
て整備・修繕

専門の取扱業者による人工芝のブラッシ
ング、カラーチップの充填等のメンテナ
ンスを行い、芝倒伏の軽減化、クッショ
ン性・排水性の向上を図る。

(3)-1-3
・特別教室の活用

(3)-1-3-1
ＰＣ室、児童会室、学習室、語学教室の活用の仕方を見
直す。

PC室､児童会室
の見直しを実施

学習室、語学教
室の見直しを実
施

PC室については、2028年度の新学習指導
要領移行期間開始に合わせて有効な活用
を計画する。児童会室、学習室の見直し
はPC室の見直しと合わせて計画を進め
る。

(4)-1-1
・地域清掃

(4)-1-1-1
いりなか商店街発展会と連携した地域清掃を継続する。

11月末頃
3～6年生
(1､2年生は校
内)

保護者会わかみどりやいりなか商店街発
展会とも連携し、１・２年生は校内、３
～6年生は地域（学校周り）の清掃活動に
取り組むことで、地域への貢献を続けて
いく。

(4)-1-2
・聖歌隊、アフタースクール講座

(4)-1-2-1
聖歌隊やアフタースクール講座が地域の行事で発表する
ことや、病院や老人ホームにおける聖歌隊の歌唱奉仕を
継続する。

聖歌隊、アフ
タースクール講
座の参加(希望)

聖歌隊による病院や老人ホームでの歌唱
奉仕及び地域の行事への参加。アフター
スクール講座の日本舞踊等が地域の行事
で発表する。

(4)-1-3
・隼人池公園の花壇

(4)-1-3-1
隼人池公園の花壇の花植えや管理を継続し、昭和区隼人
池公園特定愛護会との連携も図っていく。

有志による管理
6月6年生、10
月5年生各有志
による植え

隼人池公園の花壇の花植えや管理は継続
して運営できており、今後は昭和区隼人
池公園特定愛護会との連携を積極的に深
めていく。

(5)財政計画
(5)-1
「南⼭学園財政にかかる中・⻑期⽬標」の実現

(5)-1-1
・授業料

(5)-1-1-1
年次計画に従って授業料を上げていく。

新1年生から月
額2,000円の値
上げ

新１年生から月
額2,000円の値
上げ

2026年度は授業料の改定を行わないが、
年次進行で2,160千円の収入増(入学定員
ベース)となり、教育環境整備・改善に使
用する。

(6)-1-1
・校務分掌における各部の役割の見直しや再編

(6)-1-1-1
教務部、研究・研修部、生活指導部、入試・進路部、家
庭連携部の役割を見直し、必要に応じて再編する。

研究・研修部の
見直し

家庭連携部を中
心とした見直し

各部再編後の役
割の調整

昨年度までの各部の部長の見直しをもと
に、再編も含めて検討する。

(6)-1-2
・少経験者研修

(6)-1-2-1
新規採用職員の増加に伴い、少経験者を中心として南山
小の基盤となる指導の継承と充実を図る。

1、2年目研修 1～3年目研修
1～3年目＋希望
者研修

1～3年目、5年
目＋希望者研修

研修計画に沿って、南山小で学ぶべきこ
との研修を行う。また、特に少経験者に
は、担当者をつけてきめ細やかな指導を
行っていく。

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度

(1)学校としての戦略
(1)-1
南⼭学園が掲げる4つの教育理念の具体化

*1) 評価欄は、〇（完了・緑）、△（進行中・黄）、×（未取組・赤）、-（実施対象年度以前・白）で評価する。
進捗を把握するため〇（1点）、△（0.5点）、×(0点)、-（0点）で算出する。

(2)教育・研究
(2)-1
南⼭学園が掲げる4 つの教育理念の具体化

(3)施設・設備
(3)-1
南⼭学園建物施設設備のライフサイクルに基づく施設・設備の整備

(4)社会・地域貢献
(4)-1
地域との連携や行事への参加

(6)組織運営と人材育成
(6)-1
５つの主要部会の再編と少経験者を中心とした研修の充実
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２　個別計画
《2-7 聖園女学院附属聖園幼稚園》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

(1)-1　教育モットーの具現化

(1)-1-1　教育モットーの具現化
南山学園の教育モットーである「人間の尊厳のために」
を教育活動の中で具現化できるよう、引き続き日々の祈
りの中で園児に一人ひとりがかけがえのない存在である
ことや命の大切さを改めて伝えていく。2026年度以降は
絵本や紙芝居などを保育に積極的に取り入れ具現化した
提示を行い、「人間の尊厳」を意識して保育を行ってい
く。

日々の祈りを通
して、命の大切
さを伝える。

紙芝居などの教
材を使用し具現
化した提示を行
う。

取り組みを継続
する。

お祈りを通して神さまの存在を知り、命
の尊さを学ぶ。また聖書のお話を紙芝居
や絵本を利用しながら、子どもたちに分
かりやすく提示していく。

(1)-2-1　聖園マリア幼稚園との連携
聖園マリア幼稚園と四季を感じられる活動を通して交流
を持ち、姉妹園ならではの体験を行う。2025年度には年
長児のプール交流を行い、2026年は年中、年少組の交流
を実施し、2027年度以降は必要に応じて交流内容につい
て検討を行う。

年長組のプール
交流を実施す
る。

年中・年少組の
交流を実施す
る。体操や歌の
披露、外遊びな
どを行う。

取り組みを継続
実施する。
必要に応じて交
流内容について
検討を行う。

マリア幼稚園との年長組プール交流は引
き続き行い、他学年の交流を実施する。
女学院への年少組園外保育の実施を再開
し、マリア幼稚園へ出かける。年少組同
士の交流は継続し、新たに年中組の交流
を行う。

(1)-2-2　聖園女学院高中校との連携
聖園女学院と連携を取りながら女学院生徒と交流を行
う。2025年度は家庭科授業の保育実習の取り組みを継続
し、毎年行っている聖園女学院グラウンドでの運動会を
継続して行う。2026年度は聖園女学院での春の園外保育
を復活させ継続する。2027年度以降は女学院の部活動発
表や本園で実施するちびっこ祭りへの参加などを検討
し、実現が可能なものから実施していく。

家庭科授業の保
育実習を実施す
る。

以前行っていた
聖園女学院での
春の園外保育を
復活させ継続す
る。

部活動発表等を
実施する。

聖園女学院との連携を取りながら、以前
行っていた年少組の春の園外保育を復活
させ継続していく。また家庭科授業の保
育実習を行う。女学院のグランドで運動
会を行い、聖園祭でのチアの発表は継続
し、新たにちびっこ祭り等で部活動の発
表や研究などの取り組みを発表する場を
作る。

(2)-1　聖園幼稚園の特色ある教育プログラム

(2)-1-1　異年齢交流
コロナ禍では控えていた異年齢交流を再開し、年長児が
年少児の世話をしたり、交流の機会を増やしていく。
2025年度は年長児が年少児の芋ほりの手助けを行い、
2026年度は年中児が満3歳児クラスやプレ保育に訪れる
子どもたちと交流を行う。交流を通して親しみを持ちな
がら他者を思う心を育てる。

芋ほりで年長児
が年少児の手助
けを行う。

年中児と満3歳
児の交流を実施
する。プレ保育
等で試作したプ
レゼントを贈る
等の交流を行
う。

取り組みを継続
する。

2025年度は芋ほり行事で、バスの乗車
や、年長児と年少児の交流が行えなかっ
たため、2026年度はその点の実現を目指
す。また年中児と満3歳児の交流を実施
し、プレ保育の際に、事前に製作した作
品や歌をプレゼントする等交流を行う。

(2)-2　預かり保育の充実

(2)-2-1　預かり保育の充実
園児が楽しい時間を過ごせるよう保育内容を充実させ、
保護者に安心して預けていただけるよう努めていく。
2025年度に預かり保育時間や保育内容を検討する。検討
を踏まえ2026年度以降、必要に応じて対応策を実施す
る。

預かり保育時間
や保育内容を検
討する。

必要に応じて対
応策を実施す
る。

2025年度は預かり保育の最終17時に限り
園の駐車場を利用できるようにした。雨
天時等利用できるようになり好評だった
ため継続していく。保護者がより利用し
やすいよう意見を聞きながら検討してい
く。

(2)-3　満3歳児クラスの体制強化

(2)-3-1　満3歳児クラスの体制強化
満３歳児クラスを毎年５月に開始し、少人数から始まり
園児が増えていくクラスならではの手厚い保育を行い関
わりを持つ。2025年度にクラス体制の在り方を検討し、
2026年度は募集時期や募集方法を検討していく。

クラス体制の在
り方を検討す
る。

募集時期や募集
方法を検討す
る。

必要に応じて対
応策を実施す
る。

満３歳児クラスの園児数を増やせるよう
募集時期や募集方法を検討し、おむつが
外れていなくても入園できるようにした
り、預かり保育も利用できるようにす
る。保育内容を見直し、体験型の活動を
増やしながら魅力を発信していく。

(3)施設・設備 (3)-1　スクールバス運行事業の見直し

(3)-1-1　スクールバス運行事業の見直し
2025年度に安全で保護者のニーズに合ったバスコースを
検討し、新入園児獲得に向けて新たなコースを開拓す
る。2027年度にスクールバスのリース契約終了に合わせ
て、小型バスを導入し園敷地内に乗り入れることを検討
する。その後もバスコースの安全性と利便性を重視しな
がら継続して見直しを行う。

安全で保護者の
ニーズに合った
バスコースを検
討する。

リース契約終了
に合わせて小型
バスを導入し園
敷地内に乗り入
れることを検討
する。

継続的な見直し
を行う。

安心して利用できるよう、子どもたちの
降ろし忘れ等が無いよう確認作業を徹底
する。バスコースは従来走行している
コースをベースに、バス停を増やすなど
保護者の希望に寄り添い利用しやすいよ
うにする。

2026年度

(2)教育・研究

(1)幼稚園としての戦略

(1)-2　単位間連携の推進

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン
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２　個別計画
《2-7 聖園女学院附属聖園幼稚園》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

2026年度

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン

(3)-2　「南山学園建物施設設備のライフサイクルに係る
ガイドライン」に基づく施設・設備の更新

(3)-2-1　ガイドラインに基づく施設・設備の更新
聖園女学院施設設備拡充引当特定資産を活用し、「南山
学園建物施設設備のライフサイクルに係るガイドライ
ン」に基づく施設・設備の更新を行う。
2025年度にガイドラインに基づいた更新計画を立案し、
検討結果を踏まえ、2026年度に2027年度以降の事業計
画に関して予算化し、2027年度以降に実施する。

建物施設設備の
ライフサイクル
に係るガイドラ
インに基づいた
更新計画を立案
する。

検討結果を踏ま
え、2027年度
以降の事業計画
に関して予算化
する。

事業計画を実施
する。

建物施設設備のライフサイクルに係るガ
イドラインに基づいた更新計画を踏ま
え、2027年度以降の事業計画に関して予
算化する

(4)-1　社会貢献

(4)-1-1　献金
クリスマス献金を通じて困っている子どもたちがいるこ
とを知り、献金を通して人の役に立てることや命の大切
さを伝える。2025年度以降取り組みを継続する。

クリスマス献金
の取り組みを継
続する。

クリスマス献金の取り組みを継続する。

(4)-2　地域貢献

(4)-2-1　園庭開放
2025年度以降も園庭開放を行うことでカトリック園に触
れ、幼稚園の特色を感じていただき園への理解を深めて
いく。2026年度以降は災害時に協力できるような関係性
を築くために、イベントの継続実施や施設内の設備や備
品等の見直しを行う。

イベントを行い
園に足を運べる
機会を増やし、
園への親しみを
持ってもらう。

施設内の設備や
備品等の見直し
を行う。

園庭開放等、未就園児や近隣の方々への
イベントを企画し、園へ興味や関心を
持ってもらえるようにする。災害時に備
え施設内の設備や備品等の見直しを行
い、より安全に楽しく過ごせるように整
備する。

(5)-1　教育環境整備を目的とした寄附金の募集

(5)-1-1　寄附金
学⽣⽣徒等納付⾦以外の収⼊としての寄附⾦の戦略的か
つ組織的な獲得を目指し、必要な対応策を検討・実施す
る。2025年度に「学園としての募金体制検討ワーキング
グループ」の答申を受けて必要な手続きを開始する。
2026年度に寄附金募集を開始する。

「学園としての
募金体制検討
ワーキンググ
ループ」の答申
を受けて必要な
手続きを開始す
る。

寄附金募集を開
始する。

南山学園ファンドレイジング戦略会議で
の議論を踏まえ、寄附金募集に必要な手
続きを開始する。

(5)-2　学納金改定

(5)-2-1　学納金改定
「基準財務シミュレーション」に基づく「南山学園財務
に係る中長期目標」を実現するために、定員充足率や入
園動向を考慮しつつ、必要な時期に学納金改定を実施す
る。

定員充足率や入
園動向を考慮し
つつ、必要な時
期に学納金改定
を実施する。

「基準財務シミュレーション」に基づく
「南山学園財務に係る中長期目標」を実
現するため2027年度に学納金改定を実施
する。これに向けた必要な各種手続きを
実施する。

(6)-1　組織運営

(6)-1-1　組織運営
安定的な組織運営を行うために、教員の採用活動を計画
的に行い保育へ全力を注げるようにする。2025年度は養
成校とのつながりを積極的に作り、2026年度以降の教育
実習生の受け入れ、教員採用に繋げていく。

養成校とのつな
がりを積極的に
作っていく。

教育実習生を積
極的に受け入
れ、教員採用へ
繋げていく。

取り組みを継続
する。

養成校との繋がりを積極的に作り、教育
実習生を積極的に受け入れていく。充実
した実習を行い、教員採用へ繋げてい
く。

(6)-2　人材育成

(6)-2-1　人材育成
職員の専門性を向上できるよう、園内外研修に積極的に
参加する。2026年度以降は園内での共有に加え、必要に
応じて夏休み等に聖園マリア幼稚園と交流の場を設け情
報交換を行う。

園内外研修に積
極的に参加す
る。

必要に応じて聖
園マリア幼稚園
と交流し情報交
換を行う。

聖園三校で連携し研修を行い交流する。
2025年度に行った心理士による園内研修
を継続して行う。

(4)社会・地域貢献

(5)財政計画

(6)組織運営と人材育成

*1) 評価欄は、〇（完了・緑）、△（進行中・黄）、×（未取組・赤）、-（実施対象年度以前・白）で評価する。
　　進捗を把握するため〇（1点）、△（0.5点）、×(0点)、-（0点）で算出する。
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２　個別計画
《2-8 聖園女学院附属聖園マリア幼稚園》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

(1)-1　教育モットーの具現化

(1)-1-1　南山学園の教育モットーである「人間の尊厳のため
に」を教育活動の中で具現化できるよう、一人ひとりの個性
を大切にし、思いや考えを尊重することで集団の中での存在
意義を高められる保育を目指す。2025年度は保護者に向けこ
れまで幼稚園で取り組む内容を周知する。2026年度に園児向
けの講話の時間を定期的に実施するようカリキュラムに織り
込む。2027年度以降も継続する。

保護者に向けこ
れまで幼稚園で
取り組む内容を
周知する

園児向けの講話
の時間を定期的
に実施するよう
カリキュラムに
織り込む

取り組みを継続
する

園長による聖話の他、一人ひとりが大切
な存在として意識できるよう性教育や
SDGs等題材を変え年齢に応じて話を聞く
時間を定期的に確保する

(1)-2-1　聖園幼稚園との連携
教員同士の関わりを通して南山学園の教育モットーの理解を
深め合い教育内容を充実させることで質の高い幼児教育を目
指すために2025年度に両園の教諭、園児交流を検討し計画す
る。2026年度に2025年度を振り返り内容を再検討する。2027
年度以降は内容を充実させ実施する。

両園教諭、園児
交流の計画案の
作成

内容を再検討
計画を実施、恒
例化する

引き続き両園の予定を合わせ、園児同士
が関わりが持てるよう戸外遊び等の活動
を取り入れ交流の場をもつ

(1)-2-2　聖園女学院高中校との連携
現在取り組んでいる家庭課授業の参加を継続する。さらに将
来保育関係への就職が選択肢の一つとなるよう2025年度に夏
休みのボランティアを聖園女学院高中校に依頼する。2026年
度応募状況により募集方法やボランティア内容を検討する。
2027年度にボランティア内容を充実させ、2028年度以降も継
続して実施する。

夏休みのボラン
ティアを依頼

計画の実施
応募人数により
内容を検討

内容を充実させ
恒例化する

2026年度の夏休みより導入できるように
ポスターを作成し、掲示を依頼する。受
付体制やボランティア内容を検討する

(1)-3　ICT化の推進

⑴-3-1  パソコンやタブレット端末を導入した環境整備を進
め、教員業務の軽減、保護者の利便性向上を図るために2025
年度にICT化について導入できる部分を検討する。2026年度に
会議録、月案、週案等の記録管理方法見直し、NASの設置を
検討する。2027年度にNASを設置し、2028年度にパソコンま
たはタブレット端末の導入の必要性について検討し、検討結
果を踏まえ必要に応じて2029年度に予算化を検討する。

ICTについて導
入できる部分を
検討する

会議録、月案、
週案等の記録管
理方法の検討

NASの設置

パソコンまたは
タブレット端末
の導入の必要性
の検討

前年度の検討結
果を踏まえ、必
要に応じて予算
化を検討

個人情報の管理を徹底し、USB等の記録
管理方法を検討する。保護者からの手紙
や名前が書かれた記録等の処理はシュ
レッターにかけることを徹底する

(2)-1　縦割り活動の充実

(2)-1-1　他学年の園児や教員と関わることで他クラスの様子
を把握し、教員同士で話し合う場や相談できる環境づくりを
継続する。2025年度に縦割りの教員同士で園児一人ひとりの
成長を共有し興味関心を把握する会議の時間を設定する。
2026年度に共有内容を行事に活かす。2027年度にWebページ
の更新頻度をあげ縦割り活動の様子を掲載し、2028年度に縦
割り活動を保護者へのアピールポイントとして園児獲得に繋
げ、2029年度も継続する。

縦割りの教員同
士で園児の興味
関心を把握する
会議の時間を設
定

共有内容を行事
等に活かす

webページの更
新頻度をあげ、
縦割り活動の様
子を掲載(行事
以外の日常の様
子)

縦割りの活動を
具体化し保護者
へのアピールポ
イントとし園児
獲得に繋げる

園児同士が関わる中で遊びやキャラク
ター等の興味関心事を把握し、壁面装飾
や日常の活動等に活かす

(2)-2　プレ保育「ひよこらんど」の充実

(2)-2-1　これまで行ってきたプレ保育をさらに園児や保育者
の様子を見たり幼稚園の体験場とする他に、子育てのヒント
を提供できる場となるよう工夫し、2025年度にWeb受付
フォームの整備、2026年度に広報活動を再検討することで募
集活動を充実させる。2028年度以降は保護者同士が苦労や喜
びを分かち合える場として集えるよう計画し定着させる。
2029年度に保護者向けに講師を迎え保護者アンケートの悩み
に応えられるよう講師を依頼する等内容の充実を図る。

Web受付フォー
ムの整備

広報活動を再検
討

保育時間中に設
定

園外の講師を依
頼する等内容の
充実を図る

教職員から意見を聞き、幼稚園名を幅広
い方々に認知していただけるよう検討す
る

(2)-3　満3歳児クラスの体制強化

(2)-3-1　満3歳児のカリキュラムをたて、独立したクラスとし
て保育内容を発信していくために、2025年度に広報活動を検
討する。2026年度に園児の増員に向け保育室の設定と教員の
増員を検討し、2027年度に満3歳児の保育室を設定する。
2028年度は園児数増員に合わせて1クラスに担任と非常勤を設
置し2人体制での運営を実現させる。2029年度以降に途中入園
に対応した安定したクラス運営を実現し、園児の確保に繋げ
る。

広報活動を検討
園児増員に向け
保育室の設定と
教員増員を検討

保育室の設定

独立したクラス
として担任、非
常勤を定着させ
る

途中入園に対応
した安定したク
ラス運営

園児数に合わせた、保育に必要なスペー
スの確保を念頭に保育室の設定と教員配
置を検討する

(1)幼稚園としての戦略 (1)-2　単位間連携の推進

(2)教育・研究

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度
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２　個別計画
《2-8 聖園女学院附属聖園マリア幼稚園》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度

(3)-1　スクールバス運行事業

(3)-1-1　広範囲にわたりスクールバスを運行する中で長時間
乗車する園児の負担や安全性を考慮しバスルートを整備す
る。2025年度にバス用携帯電話をスマートフォンに変更し
GPS機能をつけ保護者が安心してバスの運行状況を把握でき
るようにする。2026年度には気温の上昇によるバス内の環境
の変化を考慮し、窓ガラスに遮熱フィルムを貼り車内の熱中
症対策に取り組む。2027年度は園児獲得のためにバスルート
の見直し、広範囲の運行による乗車時間による園児への負担
を考慮し、運転手の確保に向けて検討する。2028年度に神奈
川県の幼児用シートベルト装備を進める取組みに対応できる
ように検討する。

バス用携帯電話
をスマートフォ
ンに変更。GPS
をつけバス遅延
時の保護者連絡
に対応

スクールバスの
窓ガラスに遮熱
フィルムを貼り
熱中症対策

園児獲得のため
バスルートの見
直し、運転手の
確保に向けて検
討

園児用シートベ
ルト着用につい
て検討

スクールバスの窓ガラスに遮熱フィルム
を貼る等、熱中症対策をすべく予算を検
討し園児の安全な環境の確保を熟考する

⑶-2　通用門付近の整備

⑶-2-1　幼稚園敷地内に外部の車がUターンとして入ってくる
ことがある。私有地であることを外部の車に知らせる必要性
があるため、2025年度に外部の車の出入りがないよう安全面
の整備を検討する。2026年度に3カ所ある通用門を歩き用、自
家用車用、スクールバス用の出入口の表示やUターン禁止の表
示を設置するなど改装工事も含め対策を検討する。2027年度
に2026年度検討した内容を実施し安全性を高める。

外部の車の出入
りがないよう安
全面の整備検討

出入口の表示や
Uターン禁止の
表示を設置する
など改装工事も
含め対策を検討

2026年度検討
した内容を実施

保育中の安全面を考慮し、時間外の門の
開閉はご自身で行っていただくよう保護
者に周知するとともに全教職員で門の管
理(レールの安全性等)を徹底する

(3)-3　「南山学園建物施設設備のライフサイクルに係る
ガイドライン」に基づく施設・設備の更新

(3)-3-1　計画的な施設・設備の更新
施設設備拡充引当特定資産を活用し、「南山学園建物施設設
備のライフサイクルに係るガイドライン」に基づく施設・設備
の更新を行う。

建物施設設備の
ライフサイクル
に係るガイドラ
インに基づいた
更新計画を立案
する

検討結果を踏ま
え、2027年度
以降の事業計画
に関して予算化
する

事業計画を実施
する

建物施設設備のライフサイクルに係るガ
イドラインに基づいた更新計画を踏ま
え、2027年度以降の事業計画に関して予
算化する

(3)-4　照明のLED化
(3)-4-1　2026年度から2028年度にかけて、照明を順次LED化
することで園児が快適に過ごせる環境を整える。

照明LED化を進
めていく

園児の生活圏から順次照明のLED化を行
う

⑶-5　熱中症対策

⑶-5－1　近年の気温上昇により外での活動が制限されつつあ
る。園児が戸外で安全に伸び伸びと活動すべく熱中症を予防
する設備の設置を検討する。2025年度に室内外で熱中症対策
が必要な箇所を含め検討する。2026年度に改装工事等を含め
予算をたて検討する。2027年度より順次対策に取りかかる。

室内外で熱中症
対策の必要な個
所を検討する

改装工事を含め
予算をたてる

順次、対策に取
りかかる

防暑防寒対策の一つとして天窓の遮熱
フィルムを2025年度に行うことができた
ため、保育室等、園児の安全確保の必要
箇所について対策を検討する

(4)-1　社会貢献

(4)-1-1　毎週金曜日に実施している「おにぎり献金」を継続
し、幼児のうちから世界情勢に目を向け命の大切さや自分に
できることを考える力を養える教育を目指す。2025年度に
「おにぎり献金」の意義を見直し教員で共有した上で園児や
保護者に改めて協力を求める。2026年度に日々の祈りの時間
を通し社会情勢への関心を高められるよう園長による集話の
時間を策定する。2027年度以降継続する。

おにぎり献金の
意義を保育者や
保護者に定着さ
せる

日々の祈りの時
間を通し社会情
勢への関心を高
められるよう資
料の作成等に取
り組む

園児が身近で起
きている自然災
害等の復興の祈
りを献金に込め
定着させる

宗教的行事を時期に合わせて園児に卸
し、祈りを通した心身の成長を促す。ま
た、学年に応じてSDGsへの関心を高めら
れるよう絵本や資料の作成等に取り込む

(4)-2　地域貢献

(4)-2-1　幼稚園園庭を解放し、未就園児や保護者に安全な環
境の遊び場を提供する。2025年度により多くの方に来園して
いただけるよう宣伝方法や園庭開放の日程と時間帯を検討す
る。2026年度は園庭開放の回数を増やし多くの未就園児に来
園していただく機会を増やす事で保育者や園児と一緒に遊び
幼稚園の雰囲気を楽しめるよう工夫し、2027年度以降継続し
て実施する。

園庭開放のお知
らせ方法の検討

宣伝方法や園庭
開放の日程と時
間の検討

園庭開放の回数
を増やし定着さ
せる

園庭開放により未就園児が園児と交流が
できる環境を設定し、幼稚園への関心を
高めてもらえるよう、また在園児の保護
者が交流できる場として機能するようバ
ランスよく日程と時間の検討する

(3)施設・設備

(4)社会・地域貢献
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２　個別計画
《2-8 聖園女学院附属聖園マリア幼稚園》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

南山学園中期計画 マイルストーン 2026年度

(5)-1　教育環境整備を目的とした寄附金の募集
(5)-1-1　寄附金
学⽣⽣徒等納付⾦以外の収⼊としての寄附⾦の戦略的かつ組
織的な獲得を目指し、必要な対応策を検討・実施する。

「学園としての
募金体制検討
ワーキンググ
ループ」の答申
を受けて必要な
手続きを開始

寄附金募集を開
始

南山学園ファンドレイジング戦略会議で
の議論を踏まえ、寄附金募集に必要な手
続きを開始する。

(5)-2　学納金改定

(5)-2-1
「基準財務シミュレーション」に基づく「南山学園財務に係
る中長期目標」を実現するために、定員充足率や入園動向を
考慮しつつ必要な時期に学納金改定を実施する。

定員充足率や入
園動向を考慮し
つつ必要な時期
に学納金改定を
実施

「基準財務シミュレーション」に基づく
「南山学園財務に係る中長期目標」を実
現するため2027年度に学納金改定を実施
する。これに向けた必要な各種手続きを
実施する。

(6)-1-1　人員体制の強化
園児の獲得に向けて支援の必要な園児等の業務負担の軽減を
図る。2025年度に人員体制について検討する。2026年度には
安定した組織運営を行うために園長、副園長が教職員の声を
聞き、職場の環境改善に取り組むよう計画的に面談を行う。
2027年度以降も現在の離職率を維持しつつ、教員採用に向け
就職フェアに参加する等、就職状況を常に把握し対応できる
ようにする。
積極的に教育実習生を受け入れ、保育現場の体験により保育
者としての期待と意欲を高める指導を心がけ、採用に繋げる。

人員体制につい
て検討

教員との定期的
な面談を実施

面談を定着させ
る

悩みや思いを聞く場を儲け、働きやす
く、より良い職場環境を構築する。

⑹-1-2　専任教員と非常勤教員の関係性強化
専任教員と非常勤教員の関係性を深め役割を分担することで
支援の必要な園児に対して丁寧な対応が可能となる。そのた
めに2025年度に定期的な園内研修・職員会議を実施する。
2026年度に議題をあげ意見交換や情報共有の場を設け、2027
年度以降も定期的に実施する。

定期的な園内研
修・職員会議を
実施

議題をあげ、意
見交換や情報共
有の場を定着さ
せる

定期的に実施
職員会議を充実させ、専任・非常勤が共
通理解をもって園児の発育の支援に取り
組む

(6)-2　人材育成

(6)-2-1　多分野にわたる園内外研修に積極的に参加し、職員
の専門性を向上させられるよう2025年度の研修費を見直し、
研修報告の場を設け教員全体で共有する。2026年度以降も継
続して実施する。

・県や市の研修
への積極的参加
・教員は夏休み
中に各分野の研
修に参加
・職員会議での
研修で得た情報
の共有

継続して実施
教員皆で園児に起きている問題を見立て
対応を考察し、支援へ繋げていくことで
園全体で取り組む意識を定着していく

*1) 評価欄は、〇（完了・緑）、△（進行中・黄）、×（未取組・赤）、-（実施対象年度以前・白）で評価する。
　　進捗を把握するため〇（1点）、△（0.5点）、×(0点)、-（0点）で算出する。

(5)財政計画

(6)組織運営と人材育成

(6)-1　組織運営
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中期計画作成ならびに進捗確認

２　個別計画
《2-9 法人本部事務部門》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

(1)-1
南山学園が「人間の尊厳を尊重かつ推進する」人材の育
成を継続し、更なる発展に資する。

(1)-1-1
長期ビジョン検討ワーキンググループを設置し、2027年
度までに、長期ビジョン「Nanzan Vision 100」を策
定・公表する。

ワーキンググ
ループ設置・検
討

ワーキンググ
ループで検討

長期ビジョン
「Nanzan
Vision 100」策
定・公表

長期ビジョン策定を所管する総合企画委
員会が中心となり、2025年度に作成した
長期ビジョン（案）について、理事会と
単位校執行部との懇談会や理事長と教職
員との懇談会（タウンホールミーティン
グ）を通して、教職員から意見聴取を行
う。

(1)-2-1
学園創立100周年記念事業検討ワーキンググループを中
心に、創立100周年記念事業について検討する。

タウンホール
ミーティングを
踏まえ、ワーキ
ンググループを
中心に創立100
周年記念事業に
ついて検討

タウンホール
ミーティングを
踏まえ、ワーキ
ンググループを
中心に創立100
周年記念事業に
ついて検討

ワーキンググ
ループを中心に
創立100周年記
念事業について
検討

ワーキンググ
ループで創立
100周年記念事
業について検討
し、理事会へ提
案する。

学園創立100周年記念事業検討ワーキン
ググループが中心となり、2025年度に行
われた理事長と教職員との懇談会（タウ
ンホールミーティング）での意見等の実
現に向けた具体的な検討を行う。

(1)-2-2
長期ビジョン「Nanzan Vision 100」を策定するまでの
期間、毎年度、タウンホールミーティングを実施し、そ
こで出された意見等を理事会等へフィードバックするこ
とで、南山学園の存在意義や未来の姿を共有する。

タウンホール
ミーティングの
実施。理事会等
への報告

タウンホール
ミーティングの
実施。理事会等
への報告

2025年度同様、各単位校において理事長
と教職員との懇談会（タウンホールミー
ティング）を実施する。2026年度上半期
は長期ビジョン（案）、下半期は社会・
地域貢献ポリシー（案）をテーマとし、
その内容を理事会ならびに学園各種委員
会へ報告する。

(2)教育・研究

(2)-1
2023年4月1日付「理事長メッセージ」で示された南山
学園が掲げる4つの教育理念ならびにキーフレーズを具
体化する。

(2)-1-1
長期ビジョン検討ワーキンググループを設置し、2027年
度までに、4つの教育理念ならびにキーフレーズを長期
ビジョン「Nanzan Vision 100」に組み込み、具体化す
る。

ワーキンググ
ループ設置・検
討

ワーキンググ
ループで検討

長期ビジョン
「Nanzan
Vision 100」に
組み込み、具体
化する。

総合企画委員会が中心となり、2025年度
に作成した長期ビジョン（案）につい
て、理事長と教職員との懇談会（タウン
ホールミーティング）等を通して教職員
との懇談機会を設け、4つの教育理念の具
体化に向けた検討を行う。

南山学園中期計画

(1)法人本部事務部門とし
ての戦略

(1)-2
学園創立100周年（2032年）を、学園内外の多様なス
テークホルダーが、学園の歴史や教育事業の歩みを振り
返り、未来の姿を共有することができる機会とする。

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

マイルストーン 2026年度
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中期計画作成ならびに進捗確認

２　個別計画
《2-9 法人本部事務部門》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

南山学園中期計画

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

マイルストーン 2026年度

(3)-1
カーボンニュートラルに向けた取り組み

(3)-1-1
2050年のカーボンニュートラルに向けて、「南山学園
カーボンニュートラルロードマップ」を策定する。

2030年▲46％達成、2050年カーボン
ニュートラル達成に向けて、省エネの現
状把握ならびに最新の省エネ・創エネ技
術の情報収集を行う。南山学園中期計画
に基づき、収集した情報を取りまとめ、
整備計画を検討する。

(3)-2
災害に強い学校施設づくり

(3)-2-1
大規模な自然災害に備え、老朽化した設備の更新など災
害に強い学校施設づくりに取り組む。

大規模な自然災害に備え、災害時の指定
緊急避難場所である体育館の空調やトイ
レの利用、各棟におけるエレベーター内
に閉じ込められる事態を想定の上、対応
案を確認・整備する。

(3)-3
修繕改修計画

(3)-3-1
老朽化設備の修繕改修工事を実施し、安全・快適に過ご
せる施設設備環境を保持する。また「建物施設設備のラ
イフサイクルについて」に基づく計画的な修繕の実施す
る。

各施設の利用状況（使用頻度等を踏まえ
た老朽化状況）と「建物施設設備のライ
フサイクルについて（指針・目安）」を
鑑み、各種工事（屋上防水、空調更新
等）を実施の上、安全・快適に過ごせる
施設設備環境を保持する。

(4)-1-1
社会・地域貢献推進ワーキンググループを設置し、設置
校が独自に行っている様々な活動を把握したうえで、更
に推進することができるよう「社会・地域貢献ポリ
シー」を策定・公表する。

ワーキンググ
ループの設置

ワーキンググ
ループで設置校
の活動の把握

ワーキンググ
ループで「「社
会・地域貢献ポ
リシー」の策
定・公表

総合企画委員会が中心となり、大学執行
部と理事長・業務執行理事のディスカッ
ションを行い、社会・地域貢献ポリシー
（案）を作成し、理事会と単位校執行部
との懇談会等において意見聴取を行う。

(4)-1-2
社会・地域貢献推進ワーキンググループを中心に、支
援・推進するための組織や人員体制について検討する。

ワーキンググ
ループの設置

ワーキンググ
ループで支援・
推進組織・人員
体制の検討

ワーキンググ
ループで支援・
推進組織・人員
体制の提言

総合企画委員会が中心となり、2025年度
下半期に行った単位校への活動状況ヒア
リング結果を踏まえ、組織・人員体制に
ついて検討を行う。

(3)施設・設備

(4)社会・地域貢献
(4)-1
社会・地域貢献を更に推進する。

整備計画
を検討

整備計画
を検討

南山学園カー
ボンニュート
ラルロード
マップの策定

南山学園カー
ボンニュート
ラルロード
マップの策定

南山学園カー
ボンニュート
ラルロード
マップに基づ
き実施

整備計画
を検討

整備計画
を策定

整備計画に
基づき実施

整備計画に
基づき実施

整備計画に
基づき実施

施設設備リ
スクの確
認・実施

施設設備リ
スクの確
認・実施

施設設備リ
スクの確
認・実施

施設設備リ
スクの確
認・実施

施設設備リ
スクの確
認・実施
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中期計画作成ならびに進捗確認

２　個別計画
《2-9 法人本部事務部門》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

南山学園中期計画

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

マイルストーン 2026年度

(5)-1
「南山学園財政に係る中長期目標」の実現による財政基
盤強化

(5)-1-1
収入の安定化・多様化と支出の最適化を図りつつ、中長
期目標の実現を目指し、南山学園の財政基盤強化を図
る。第II期目標については財政状況を踏まえて再検討す
る。
1) 第I期目標（2023-2027年度）の実現：

「基本金組入前当年度収支差額」の累積額および「内
部留保資金増加額」の累積額を基準財務シミュレーショ
ンの当該額以上とする。
2) 第II期以降の展望<2022年度設定時点>：

事業活動収支においては、各単位において「基本金組
入前当年度収支差額」を均衡以上とする。資金収支にお
いては、来年度以降の減価償却累積額を学園全体で確保
するだけの、内部留保資金増加を実現する。

第I期目標の実
現を確認する。
第II期目標を検
討し設定する。 2026年度予算編成方針において、統一し

た第2基準を設定した。経理単位間で比較
を行い、財政改善に向けて意見交換す
る。また、第II期目標の設定については、
南山学園中期計画と連動させ、再検討す
る。

財務分析資料に
基づき、財政改
善に向けた施策
を検討する。

財務改善に向け
た施策を提案
し、実施する。

新たな取り組み
を検討する。

新たな取り組み
を提案し、実施
する。

運用利率の目標値や汎用性の高い売却基
準および入替基準の設定などを模索す
る。

第II期目標の実現を確認する。

(5)-2
財務分析による財政改善への提言

(5)-2-1
法人本部は南山学園の財政状況について、財務比率等の
経営判断指標を用いて多角的に分析・評価を行い、財政
改善に必要な施策を随時検討の上、各経理単位へ提言す
る。学園全体の翌年度繰越収支差額のマイナス幅を減少
させて財政改善を実現する。
[収入増加策]：学納金改定、外部資金の拡充、補助金獲
得の拡充、施設設備の利用料徴収と利用料の改定、その
他収入増加に繋がる施策の策定と実施
[支出の削減策]：人件費支出の最適化、予算規模の見直
しによる経費の抑制
[その他]：財源の最適配分のための戦略的な予算編成過
程の見直し、財務指標の目標値設定

私学事業団が示す「経営判断指標」「自己診断チェックリスト」「損益分岐点」等
の財務分析資料を作成し、毎年度各経理単位と懇談の機会を設ける。
学園全体の翌年度繰越収支差額のマイナス幅減少を確認する。

財務改善に向けた施策を実施し、検証する。
財務分析資料や希望する経理単位に対し
て内部監査時に実施している相談会や、
年2回全単位が参加する経理実務者研究会
などを通じて、財政改善に向けた施策を
具体化する。

(5)財政計画

基準財務シミュレーションと決
算後の財務シミュレーションと
の乖離を検証する。
各経理単位と懇談し、問題点を
洗い出す。

(5)-3
有価証券運用の取り組み

(5)-3-1
南山学園が定める資産運用方針に基づき、安定的な収入
確保が見込める投資銘柄を精査・選定していくととも
に、当該方針に定める有価証券の保有上限に近づきつつ
あるため、リスクを最小限に抑えながら、運用益獲得を
目指す従来の方針は遵守しつつ、新たな取り組みについ
て検討し、提案・実施する。

市場環境を監視し、運用実績を検証する。
安定的な受取利息・配当金収入を獲得する。

新たな取り組みを実施し、検証する。

38



中期計画作成ならびに進捗確認

２　個別計画
《2-9 法人本部事務部門》

大項目 小項目 具体的な達成時期・達成指標等 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 事業計画 事業報告
事業計画評価

(:1)
中期計画評価

(:1)

南山学園中期計画

南山学園中期計画ならびに事業計画・事業報告（2026年度）

マイルストーン 2026年度

(6)-1-1
2025年4月1日施行の私立学校法改正に伴い実施したガ
バナンス改革について、総合企画委員会で検証を行う。

総合企画委員会
で検証

総合企画委員会
で検証。必要に
応じて寄附行為
施行細則や付議
事項一覧等の見
直しを行う。

総合企画委員会において、2025年度の運
営実績を踏まえた検証を行い、必要に応
じて寄附行為施行細則や付議事項一覧等
の見直しを行う。

(6)-1-2
南山学園の運営を担う人材を継続して登用できるよう、
毎年度1回以上、設立母体であるカトリック神言修道会
と意見交換する機会を設ける。

カトリック神言
修道会との意見
交換機会につい
て検討・相談

カトリック神言
修道会と意見交
換する機会を設
ける。

2025年度に引き続き、2026年度も年間2
回、カトリック神言修道会との意見交換
会を実施する。

(6)-1-3
外部資金獲得ワーキンググループを設置し、戦略的かつ
組織的に学生生徒等納付金以外の収入（寄附金、補助金
等）を獲得できるよう、組織体制ならびに人員体制のあ
り方について検討する。

ワーキンググ
ループ設置・検
討

ワーキンググ
ループ設置・検
討

理事会へ提案

ファンドレイジング戦略会議が中心とな
り、2025年度に行った他学校法人のヒア
リングや勉強会等の内容を踏まえ、本学
園での取組や組織・人員体制について検
討を行う。

(6)-2
カトリック神言修道会と連携し学園の運営を担う人材の
育成

(6)-2-1
理事長をはじめとする神言会員による研修の機会を設
け、南山学園設立の目的を理解し、更なる発展に貢献で
きる人材を育成する。

研修の実施
次年度研修の計
画

研修の実施
次年度研修の計
画

研修の実施
次年度研修の計
画

研修の実施
次年度研修の計
画

研修の実施
次年度研修の計
画

ワーキンググループでの検討により、事
務職員等研修は2026年度から階層別・目
的別の研修を実施予定であるが、引き続
き南山学園が目指すキリスト教世界観に
基づく教育の目標についての理解を深
め、教育理念の具体的な実現に向け考え
行動できる人材の育成に繋がるよう、神
言会員を講師として、教職員を対象に実
施予定である。

(6)-3
業務のシステム化推進

(6)-3-1
ICTの効果的な活用を目指し、先行して学園および大学
規程集の取扱について、システム化を推進し、学園全体
の業務の効率化、情報共有の促進を図ります。学園およ
び大学導入後、その効果を確認し、単位校の取扱を検討
する。

システム化導入
に向けて検討
（学園・大学）

学内提案・承
認・実施準備
（学園・大学）

システム導入
（学園・大学）

システム化導入
に向けて検討
（単位校）

規程のシステム化に向けて業者提案を受
けた上で仕様を確定する。その後、学内
関係課室との調整を進め、2027年度個別
事業計画書を策定・提出する。

(６)-4
公文書管理システムの構築

(6)-4-1
公文書管理について学園共通プラットフォームの構築を
検討し、業務の効率化を図る。

各単位校の状況
調査・ヒアリン
グ・検討

学園内提案・承
認・実施準備

共通プラット
フォームの開
発・導入

各単位校の実状に配慮した上、学内シス
テムとの関係性も視野に入れ、その実施
時期や対応方法の方向性も含め、提案内
容等を纏める。提案内容等の承認に基づ
き、実施に向け各種準備を進める。

*1) 評価欄は、〇（完了・緑）、△（進行中・黄）、×（未取組・赤）、-（実施対象年度以前・白）で評価する。
　　進捗を把握するため〇（1点）、△（0.5点）、×(0点)、-（0点）で算出する。

(6)組織運営と人材育成

(6)-1
2025年4月1日付で行った私立学校法改正に伴うガバナ
ンス改革について、新しい組織体制・運営の実効性と継
続性を検証する。
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